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将来にわたって
豊かな生活を拓く児童生徒の育成
－子どもの過去と未来をつなぐ授業実践－
（３年計画の１年次）
群馬大学教育学部附属特別支援学校
ま え が き
過去－現在－未来
第31回群馬大学教育学部附属特別支援学校公開研究会の開催に際しまして、ご挨拶を申
し上げます。本日ご来校いただきましたたくさんの皆様、研究を作り上げ、授業実践へと
具体化する過程で、ご支援ご協力をいただきました地域事業所、卒業生の皆様、多くのご
示唆をいただきました関係大学、施設関係の皆様、子どもたち、保護者、学生の皆様、誠
にありがとうございました。
さて、今年からスタートいたしました研究テーマは「将来にわたって豊かな生活を拓く
児童生徒の育成」です。子どもの過去と未来をつなぎ授業実践への方途を求めた１年目の
研究です。公開研究会当日は、小学部、中学部、高等部の授業を公開させていただきます
が、昨年に引き続き、連続した２回の授業を２日間にわたってごらんいただく授業公開も
行います。より参加型の研究会となるよう工夫し、特に、授業研究会においてはワークシ
ョップ形式を取り入れました。この方法は参会者全員が授業に見出した、子ども、教師、
活動、教具、環境設定などに出現した事実を出し合う中から、課題の発見、解決へと迫る
方法です。この他、直接意見交換していただける実践交流広場（ポスター発表）も外部か
らの発表参加も交え、これまで同様展開しておりますので、どうぞごゆっくりとお過ごし
ください。
私たちは、今、３つの流れの中に立っています。１つ目は、創立より30年にわたる教育
と研究の成果「個別の教育支援計画」に立って、新たな30年へと歩む本附属の教育の流れ
です。２つ目は、改修により実現した共同交流型校舎を活用した教育の流れです。今年か
ら始動しておりますが、小学校と特別支援学校が共に過ごし、障がいによる異なる特性や
、 、さまざまな個性を持つ子どもたちが共同してあるいは個別に活動する中で 居心地の良い
、 、 。 、学びやすい学校環境 文化 教育の仕組みが生み出されると期待しています この環境は
特別支援学校に期待されている地域のセンター的な機能を発揮する上でも、今後多くの示
唆を与えてくれることでしょう。３つ目は、現在、国際社会では障がい者の権利条約の批
准に向けて、147カ国が署名、96カ国が批准（2010年11月7日現在）をしておりますが、う
たわれている障がい者の教育の権利の実現にあたり、世界的な規模で、学びやすい教育環
境をつくっていこうとする大きな潮流の中にあることです。
過去を現在につなぎ、現在を未来につなぐことを改めて考えていくためには、暮らしや
社会，時代が指し示すサインを見逃さずに、しかし、一人一人にとって意味ある豊かな生
活を汲み上げながら、子どもたちの「現在」を常に問い続けていかなければなりません。
本校の新たな取組について、皆様からのご理解とご批判をいただけますように、お願いを
申し上げます。
校 長 松本 富子
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Ⅰ 研究テーマ
将来にわたって豊かな生活を拓く児童生徒の育成
－子どもの過去と未来をつなぐ授業実践－
Ⅱ 研究テーマ設定の背景
１ これまでの研究の経緯
本校では，平成13～19年度に，子ども一人一人の教育的ニーズを把握し，個別カリキュ
ラムを編成・実施するための方法と手順についての研究に取り組んだ。
また，平成20・21年度は，個別カリキュラムを基盤とした，子ども一人一人の教育的ニ
ーズにこたえる授業の在り方についての研究に取り組み，子どもが主体的に活動し，考え
て「できる」ようになる授業を追求してきた。この中で，開校以来の授業実践の考え方を
整理して，子どもが主体的に活動するための授業の在り方として 「共通テーマ の設定の， １）
在り方 「共通テーマの展開の在り方 「支援の在り方 「１単位時間の構成の在り方」」， 」， 」，
をまとめた。また，子どもの考えていることに着目した「見取り」を，授業の「構想－実
施－評価－改善」に位置付けて，子どもが考えて「できる」ようになるための授業実践の
在り方を示すことができた。
子どもが主体的に活動し，考えて「できる」ようになる授業を追求してきた結果，子ど
もには，次のような姿が徐々に見られるようになってきた。
○「～するために」という目的に向かって，すぐにあきらめることなく，考えて学習
に取り組むようになってきた。
○授業中に考えて「できる」ようになったことを，普段の生活の中で生かせるように
なってきた。
また，教師には 「子どもは考えて『できる』ようになろうとしている」といった見方を，
もち，次のような姿が見られるようになってきた。
○授業のどの場面で何を考えさせればよいかを吟味し，子どもが自ら考えられるよう
な支援の方法を工夫することができるようになってきた。
○子どもの言葉，表情の変化，身体の動きなどから何を考えたかをとらえて，子ども
がより自ら考えられるように授業を改善することができるようになってきた。
本校では，今後も引き続き，子どもが主体的に活動し，考えて「できる」ようになる授
業を大切にしていきたい。そうすることで，将来，主体的に活動する場面において，自ら
考えて行動し，生活を豊かにしていける子どもを育成したいと考えている。
子ども一人一人の指導内容を取り扱いながら，学習集団としては同じ活動に取り組むことができ註 １）
るように組み立てた単元の授業。
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２ 今日的な教育課題
平成21年３月 新しい特別支援学校学習指導要領が告示された 改訂の基本方針では 障， 。 ，「
害のある幼児児童生徒が自己のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし，自立し社会参加する
ために必要な力を培うためには，一人一人の障害等の状態に応じたきめ細かな指導を一層
充実していくことが重要である」と述べている。そして，改善の観点として 「一人一人に，
応じた指導の充実」や「自立と社会参加に向けた職業教育の充実」などをあげている。
特に 「自立と社会参加に向けた職業教育の充実」では，地域や産業界等と連携し，職業，
教育や進路指導の充実を図ることを規定している。この背景には，知的障害者の自立や社
会参加に関して，次のような課題があるためととらえている。
○高等部卒業後，すぐに就職した者の約36％が,３年以内に離職していること （総務。
省，2003）
○平均勤続年数が９年２ヶ月であり，一般労働者の13年前後と比べると短いこと （厚。
生労働省，2008）
○離職の理由の上位に 「人間関係」があること （障害者職業総合センター，2007）， 。
これらの課題は，一般的に，在学中に，自立や社会参加に必要な力を十分に育成できて
いないためと考えられている。
本校では，学習指導要領の改訂の基本方針を受けて，子ども一人一人に応じた指導を一
層充実していくことで，子どものもっている能力や可能性を最大限に伸ばしていきたいと
考えている。そのためには，地域や産業界等の実情から障害のある子どもの自立や社会参
加に必要な力が何かを見極め，その力を確かに身に付けることができるように，授業とそ
の基盤となるカリキュラムシステムを改善していく必要があるととらえている。
３ 障害のある子どもを取り巻く社会情勢
平成15年の障害者基本計画の中で，厚生労働省が「21世紀に我が国が目指す社会は，共
生社会とする必要があること 障害者が社会のあらゆる活動に参加 参画すること 自」，「 ， 」，「
らの能力を最大限発揮して自己実現できるよう支援すること」と基本的方向を定めた。そ
して，平成17年の「障害者自立支援法」の施行や，平成18年の「障害者の雇用の促進等に
関する法律」の改正により，これまで以上に障害者に対する就労支援の充実と地域生活へ
の移行を重要視するようになった。
また，平成18年の国連総会で採択した「障害者の権利に関する条約」では，障害者が個
々の人権及び基本的自由を完全に享有することを定めている。そして，この実現には，障
害者を取り巻く社会や個人が義務を負い，努力する責任を有することを述べている。この
条約の目指すことは，インクルーシブな共生社会を創造し，障害者が一生涯をとおして自
己の住む地域社会で生活することと言われている。
このような社会情勢の中では，障害のある子どもの自立や社会参加に必要な力は，従来
から大きく変化していくものと考える。子どもが変化に対応し，自己のもつ能力や可能性
を最大限に発揮するためには，子どもが自ら考えて行動できるようになることを，一層目
指す必要があるととらえている。
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４ 本校の授業実践の課題
平成21年度末，本校のこれまでの授業実践を振り返ったところ，教員から次のような感
想があった。
○自立や社会参加につながるように授業を実施してきたが，子どもの自立や社会参加
に必要な力は本当に高まっているのかと疑問を感じることがある （ ）。 感想１
○１年間の学習を振り返ったとき，子どもによっては指導内容に偏りがあるのではな
いかと感じることがある （ ）。 感想２
これらの感想について，客観的にはどうなのかデータを収集し，全教員で協議した。
○ に関して，本校の子どもたちの知能指数と社会生活指数について，数的デー感想１
タのある場合の経年変化を確かめた。その結果，知能指数は11名中６名が，社会生
活指数は20名中13名が，変わっていないか，高まっていることが分かった。なお，
データが示された20名全員の生活には，成長が見られる。だから 「高まり」だけで，
なく，数値として表れにくいと考えられる「できる場面が広がった」や「できる頻
度が増えた」といった変化にも目を向ける必要がある。
○ に関して，本校の子どもたちの１年間の学習で取り扱った指導内容を確かめ感想２
た。その結果，ほとんどの子どもの学習で，３回以上取り扱っている指導内容が２
つ程度あることが分かった。その子にとって重要な教育的ニーズである以上，同じ
指導内容を繰り返し取り扱うことがあっても至当と考える。単なる繰り返しとなら
ないように，授業を組み立てることが大切である。
これらを受けて行った授業実践からは，次のことが課題であるととらえた。
○「高める 「広げる 「定着を図る」の観点をもって，指導内容を取り扱うこと。」， 」，
， ， 。○その子の自立や社会参加を見据えて 今 身に付けておきたい力を明確にすること
これらの課題について，本校では，子どもの「過去」であるこれまでの育ちを踏まえる
ことと 「未来」であるこれからの育ちを予想することで，解決できるのではないかと考え，
た。そして 「過去」と「未来」をつなぐ授業が，自立や社会参加につながる授業であると，
とらえた。
以上のような背景から，本校では，今年度より 「将来にわたって豊かな生活を拓く児童，
生徒の育成 －子どもの過去と未来をつなぐ授業実践－」をテーマに掲げ，授業実践を見つ
め直し，授業とその基盤となるカリキュラムシステムを改善していくことにした。
Ⅲ 研究目的
子どものこれまでの育ちを踏まえるとともに，これからの育ちを予想した授業実践をと
おして，自立や社会参加に確かにつながる授業の在り方を明らかにする。
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Ⅳ 研究内容
本校では，これまでの育ちを踏
まえることと，これからの育ちを
予想すること，そして，この２つ
をつなぐことで，自立や社会参加
につながる授業を実施できると考
えている（ 。２つをつなぐの図１）
が現在の授業（共通テーマ）であ
り，教師は，期待する子どもの姿
と現在の子どもの姿との差を埋め
るための子どもが自ら考える支援
の方法を構想する。
本校では，子どものこれまでの育ちを，個別カリキュラムの編成時に踏まえている。共
通テーマの評価を直後の共通テーマに生かせるように授業評価用紙を開発したが，項目や
方法に難点があり，現在は使っていない。
また，子どものこれからの育ちは，移行支援プラン（ ）の策定時に予想していpp.54-55
る。移行支援プランは，１年ごとの個別カリキュラムの継続性を図るために，小学部１年
， ， ， 。・４年 中学部１年 高等部１年の終了時に その先のおよそ３年間を予想して作成する
作成にあたっては，自立や社会参加のための必要性や緊急性のある支援の内容を，本人や
保護者とともに話し合い，子どもの将来像として「３年後の願う姿」を設定している。し
かし，書式が現状の本校における教育内容の分類と合わないため，使いにくさがある。
このようなことから，子どものこれまでの育ちを踏まえた授業の組み立て方と，これか
らの育ちを予想した授業の組み立て方を，明確にする必要があると考えた。
１ 子どもの「過去」を生かす授業の在り方
共通テーマで取り扱う指導内容は，教育的ニーズから導き出しているので，その子にと
って適切な内容ととらえることができる。しかし，どのように指導内容を取り扱うかや，
どんな学習活動を設定するかは，多くの場合は授業者の判断に任せているので，子どもの
これまでの育ち，特に，これまでに学んできたこと（以下，学習履歴）を踏まえて決定で
きるようにする必要があると考えている。
このようなことから，次の内容について明らかにする。
○学習履歴活用の手順
２ 子どもの「未来」につながる授業の在り方
自立や社会参加につながる授業を実施するためには，子どものこれまでの育ちを踏まえ
ることと，これからの育ちを予想すること，この２つをつなぐ現在の共通テーマでの支援
図１ 自立や社会参加につながる授業のとらえ
過 去
これまでの育ち
子どもの変容
・高まり・広がり・定着
目標
期待する子どもの姿と
現在の子どもの姿との差
未 来
これからの育ち
現 在
共通テーマ
時間経過
自立・
社会参加
期待する
子どもの姿
現在の子どもの姿
「できること」，「分かること」
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が必要であるととらえている。そして，子どもが自ら考える支援の方法を構想するために
は，共通テーマにおける適切な目標を設定する必要があると考えている。また，障害のあ
る子どもの自立や社会参加に必要な力を確かに身に付けることができるように配慮しなが
ら，個別カリキュラムを実施していく必要があると考えている。
このようなことから，次の内容について明らかにする。
○共通テーマにおける目標設定の手順
○自立や社会参加につながる個別カリキュラム実施上の考え方
Ⅴ 研究方法
本校の教育内容は，学習指導要領で示す内容を基に再編した「心・体 「言語・コミュ」，
ニケーション 「数量・図形 「あそぶ 「くらす 「はたらく」の６分類である。本校」， 」， 」， 」，
では，６分類のどれもが自立や社会参加につながる教育内容ととらえている。このことか
ら，自立や社会参加に確かにつながる授業の在り方を明らかにするためには，本研究の１
年次に本研究における授業づくりの基本的な考え方を見出し，２・３年次に６分類すべて
の教育内容で基本的な考え方を検証していく必要があると考え，次のような年次計画を構
想した。
１ １年次（H22.4～H22.12）
○学習履歴の活用や共通テーマにおける目標の設定の手順を反映することができるよ
うに，授業案の形式を改訂して授業実践を行う。
○「卒業生現状調査（事業所調査 」を実施し，事業所が卒業生の支援で大切にしてい）
ることや学校に期待することをとらえ，結果を個別カリキュラム実施上の配慮とし
て生かす。
○授業実践で有効だった考え方を検討し，本研究における授業づくりの基本的な考え
方としてまとめる。
○研究内容と方法についての中間評価を行う。
２ ２年次（H23.1～H23.12）
○次の教育内容に特化した授業実践を行い，１年次の授業づくりの基本的な考え方を
検証する。
・ あそぶ」「
・ くらす」「
・ はたらく」「
○授業実践で有効だった授業づくりの基本的な考え方をまとめる。
○現状の授業実践に合うように，移行支援プラン，個別の教育支援計画（特別支援プ
ラン， ，個別の指導計画（特別支援プログラム， ，個別移行支援計pp.56-57 p.58） ）
画の書式 を改訂する。２）
○研究内容と方法についての中間評価を行う。
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３ ３年次（H24.1～H24.12）
○次の教育内容に特化した授業実践を行い，２年次までの授業づくりの基本的な考え
方を検証する。
・ 心・体」「
・ 言語・コミュニケーション」「
・ 数量・図形」「
○３年次までの授業実践で有効だった授業づくりの基本的な考え方を整理し 「自立や，
社会参加に確かにつながる授業の在り方」としてまとめる。
○研究内容と方法についての評価とまとめを行う。
本校の個別カリキュラムは 移行支援プラン 特別支援プラン 特別支援プログラム 個註 ２） ，「 」，「 」，「 」，「
別移行支援計画」で構成し，この４書式すべてを併せて「個別の教育支援計画」と呼んでいる。
本稿では，書式の役割や関係を踏まえた上で，一般的に用いる名称となるように，特別支援プラ
ンを「個別の教育支援計画 ，特別支援プログラムを「個別の指導計画」としている。」
「 」 ， ， ，３） ワークショップ とは 一方的な知識伝達のスタイルではなく 参加者が自ら参加・体験して
共同で何かを学び合ったり，創り出したりする学びと創造のスタイル（中野，2003 「 授業改）。『
善』ワークショップ」は，授業の改善策を見出すことを目的とした参加型の授業研究会。
表１ 「１年次の研究計画」
月 研究手順 具体的な取組
○研究課題の模索 ○研究部及び小中高の各部で，これまでの授業実践の振り
４
返りや文献研究を行う。
○研究課題の明確化 ○研究部で，研究内容及び方法，計画を提案し，教員研究
５
○研究内容及び方法，計画の立案 会議や研究学部会で協議する。
６
○授業実践と授業研究会 授業改善 ○小中高の各部で，授業実践と授業研究会を行い，授業実（「 」
。ワークショップ ）の実施 践における課題や授業づくりの基本的な考え方を見出す３）
７
○「卒業生現状調査（事業所調査 」 ○研究部で 「卒業生現状調査（事業所調査 」を分析し，） ， ）
の実施と分析 個別カリキュラムの実施上の配慮を見出す。
８
○授業実践と授業研究会の実施 ○小中高の各部で授業実践と授業研究会を行い，授業づく
○授業づくりの基本的な考え方の修 りの基本的な考え方を検証するとともに，研究部で授業
９
正や確立，理解の共通化 案の形式を改訂する。
○小中高の各部で，公開研究会に向けた授業を構想し，研
究学部会で検討する。
10
○公開研究会の実施 ○研究部で基本的な考え方を，小中高の各部で基本的な考
11
え方に基づく授業を提案し，参観者とともに協議する。
○公開研究会のまとめ ○研究部及び小中高の各部で，公開研究会や１年次研究の
12
○１年次研究のまとめ 評価を行い，２年次の研究計画を立案する。
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Ⅵ 研究内容の基本的な考え方
１ 子どもの「過去」を生かす授業の在り方
知的障害のある子どもと健常の子どもの認知機能を比較した調査（田中，2002）による
と，知的障害のある子どもの発達年齢と健常の子どもの生活年齢が等しいとき，知的障害
のある子どもは，経験したことについては健常の子どもとほぼ同様の成績を示すが，経験
していないことについては健常の子どもよりもかなり低い成績を示すことが報告されてい
る。このことから，知的障害の子どもの指導では，経験の有無が学習を進める上で大切な
ことの一つになることが分かる。
本校では，授業を組み立てる際に，子どものこれまでの経験の様相をつかむために，学
習履歴を踏まえることにした。そして，学習履歴から見出した学習の積み上げやつながり
に基づいて，指導内容を取り扱い，学習活動を設定することにした。
授業を組み立てる際に子どもの学習履歴を踏まえることは，授業者にとって当たり前の
。 ， 「 」ことである これまでにも授業者は 以前の授業での子どもの できるようになったこと
や「できるようになりつつあること」を振り返ったり，担任から現在の子どもの「できる
こと」や「課題となっていること」の情報を得たりしてきている。しかし，過去をさかの
ぼって学習の積み上げやつながりに基づこうとすると，散在する記録を集めなければなら
ず，また，記録そのものが不十分な場合もあるので，子どもの詳細かつ整理された情報を
得ることが難しい場合も多い。
本校では，これまでの個別の教育支援計画や個別の指導計画から，子どもの学習履歴が
分かる。それは，本校が，個別の教育支援計画を通知票として，個別の指導計画を学習記
録としても活用してきているからである。
これまでの個別の教育支援計画や個別の指導計画から，その子が何を目標に，いつ，ど
のような学習をしてきたのかや，どのような学習活動で，どのような支援を受けて，その
結果，どのような姿が見られたのかが分かる。このことから，取り扱う指導内容や関連す
， ， 。 ， ，る指導内容の系統 指導の順序 獲得状況が分かる そして 子どもの現在の姿と併せて
「高める」のがよいか 「広げる」のがよいか 「定着を図る」のがよいかを検討すること， ，
， 。 ，で 子ども一人一人に応じて指導内容を取り扱うことができるようになると考える また
これまでの学習活動への取組の様子から，より適した学習活動は，馴染みのあることがよ
いか，目新しさのあることがよいかなど，平成20・21年度の研究でまとめた「共通テーマ
の設定の在り方」や「共通テーマの展開の在り方」に基づいた検討をすることができるよ
うになると考える。
また，学習履歴を活用することで，これまでに有効だった支援の方法を参考にして，子
どもが自ら考える支援の方法を構想することができるようになると考えている。指導が上
手くいかないときにも，学習履歴を見直せば原因を探ることができるし，それに合わせて
支援の方法を変更することができるようになると考えている。
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２ 子どもの「未来」につながる授業の在り方
本校では，これまでも自立や社会参加につながるように授業を実施してきた。それは，
子どもが指導内容を確実に獲得できるようにすることであり，子どもが主体的に活動し，
考えて「できる」ようになる授業によって実現できると考えている。そして，子どものこ
れまでの育ちを踏まえることと，これからの育ちを予想すること，この２つをつなぐ共通
テーマでの支援が必要であるととらえている。そこで，子どもが自ら考える支援の方法を
構想するための，共通テーマにおける目標設定の手順を明確にしたいと考えた。
また，自立や社会参加につながる授業を実施するためには，障害のある子どもの自立や
社会参加に必要な力が何かを，改めて見つめる必要があると考えている。そこで，事業所
で働く卒業生の現状を調査し，その結果を踏まえて，働くことを観点とした場合の自立や
社会参加に必要な力を見極めたいと考えた。そして，その力を確かに身に付けることがで
きるように，個別カリキュラムを実施したいと考えた。
（１）共通テーマにおける目標設定の手順
本校では，子どもの学習履歴と，移行支援プランの「３年後の願う姿」を踏まえて，共
通テーマにおける目標を設定することにした。
学習履歴を踏まえることは，これまでの学習の積み上げやつながりといった，子どもの
これまでの育ちを踏まえて支援の方法を構想することになる。また 「３年後の願う姿」を，
踏まえることは，自立や社会参加のための必要性や緊急性のある支援の内容といった，子
どもを自立や社会参加につなぐことを最優先して支援の方法を構想することになるととら
えている。
共通テーマにおける目標を設定する際に，子どものこれまでの育ちを踏まえること（ボ
トムアップ）と子どもを自立や社会参加につなぐこと（トップダウン）とでどのように調
和を図るかは，子どもの実態や必要感，生活年齢，小中高といった段階などによって異な
るものと考えている。子どもの必要感や生活年齢などについて検討し，今，身に付けてお
きたい力が，子どものこれまでの育ちのすぐ上にある力なのか，これまでの育ちとは別に
ある力なのかをつかんで支援を構想することが大切であるととらえている。
なお，共通テーマにおける目標から子どもが共通テーマで学ぶべきことを分析し，どの
ような順に，どのような活動で，何を考えられるようにしていくとよいかを検討すること
が，共通テーマの指導計画を立案することになる。そして，共通テーマにおける目標を達
成するために，１単位時間の中で何が分かる（できる）ようになればよいかを検討するこ
とが，１単位時間の目標の設定に相当する。これによって，平成20・21年度の研究でまと
めた「支援の在り方」や「１単位時間の構成の在り方」に基づいて，支援の方法や１単位
時間の構成を具体的に構想することができるようになる。また，１単位時間の目標を達成
したことを どのような場面で どのような姿から判断すればよいかを検討することが 見， ， ，「
取りのポイント」の設定につながる。
以上のような共通テーマにおける目標の設定に関連して授業者が検討したことを，検討
， 。（ ）。した順に書き表していくことができるように 授業案の書式を改訂した pp.12-13 図２，
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図２ H22授業案の書式と
共通テーマ「○○○○○○○○」 授業案
日 時 平成22年○月○日（○）00:00～00:00
授業場所 ○○○○○
対象児童 ○○部○年生（○名 ・○年生（○名））
授 業 者 ○○○○（T1)，○○○○（T2）
１ 共通テーマ設定の理由
（１）具体的に指導する内容と学習活動
指導内容にかかる個々の実態 具体的に指導する内容
児童 指導内容
学年 （教育内容）（ ）
＊表には，生活の様子や実態調査，学習履歴から「できること 「できるようにな」，
りつつあること」を整理し 「高める 「広げる 「定着を図る」の観点から具， 」， 」，
体的に指導する内容を，子ども一人一人について記述する。
＊具体的に指導する内容と学習集団全体の興味・関心，学習への取組，人間関係な
どから，どんな学習活動を設定したかを記述する。
（２）教材観
＊学習履歴の「これまでに取り組んだこと」や「できること ，興味・関心，必要」
感などから，どのように学習活動を絞り込んだかを記述する。
＊絞り込んだ学習活動の価値や子どもたちが学ぶ意義を記述する。
２ 共通テーマにおける目標
本共通テーマの中で期待する姿児童
生 活 場 面 で 期 待 す る 姿
＊表には 指導内容を獲得した結果として 本共通テーマの中で期待する姿 と 生， 「 」 「
活場面で期待する姿」を，子ども一人一人について記述する。
＊学習集団全体として目指すこと，重視することから，指導の方針を記述する。
（ ， ）３ 共通テーマにおける指導計画 ●学習活動 児童の考えること
段階 Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階
テーマ
全体
回数
＊表には，共通テーマにおける目標を達成するための学習活動と，学習活動に取り
組む中で考えると予想されることを，子ども一人一人について記述する。
＊：記述の観点
- 13 -
記述の観点（小学部の場合）
４ 本時の学習指導
（１）本時の目標
児童 本時の個々の目標
， ， ，＊表には 共通テーマにおける目標の達成に向かって その時間に期待することを
子ども一人一人について記述する。
（２）支援の方法
①教師のかかわり方
②教具
③環境構成
＊主体的に活動し，考えて「できる」ようになるための支援の方法を 「教師のか，
かわり方 「教具 「環境構成」に分けて記述する。」， 」，
）（３）展開 （ ， ， ，●学習活動 ・留意点 児童の考えること 見取りのポイント
全体
時間
＊本時の目標を達成するための学習活動と，子どもが考えると予想されること，考
えた結果として期待する姿を，子ども一人一人について記述する。
参考資料
本学習集団の学習履歴」「
○○にかかる個々の学習 ○○にかかる個々の実態
児童
（ ）学年
＊設定した学習活動と類似したこれまでの経験と，現在の「できること 「できる」，
ようになりつつあること」を整理し，子ども一人一人について記述する。
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（２）自立や社会参加につながる個別カリキュラム実施上の考え方
本校では，今年度，卒業生の進路先を対象に，卒業生を支援する上で大切にしているこ
とや，学校に期待することを調査し，結果の分析に取り組んだ。そして，働くことを観点
とした場合の障害のある子どもの自立や社会参加に必要な力が何かを見極め，この力を確
かに身に付けることができるように配慮して，個別カリキュラムを実施していくことにし
た。
①卒業生現状調査（事業所調査）の分析結果
調査の概要と分析結果は， （ ）のとおりである。巻末資料 pp.59-68
ⅰ）事業所が大切にしていることから
卒業生への支援で「大切にしていること」と「取り組んでいること」の回答からは，次
のようなことを示しているととらえた。
○「心・体（たもつ 」と「はたらく（作業 」に関連する回答が多いことから，事業） ）
所では健康管理と作業遂行に重きを置いていると思われる。
○「数量・図形」に関する回答が少ないことから，数や量，図形の理解に関しては，
作業場面で必要な実際的な力に重きを置いていると思われる。
○一般就労では 「言語・コミュニケーション」に関する回答が多い。人とのかかわり，
を大切にし，聞くこと，話すことに関する基礎的な力を重視していると思われる。
○一般就労では 「はたらく（対人関係 」に関する回答が多い。職場において報告・， ）
連絡・相談できることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「あそぶ（表現 」に関する回答が多い。余暇活動をとおして，自分， ）
の思いを表現できるようになることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「はたらく」だけでなく 「心・体 「あそぶ 「くらす」に関する， ， 」， 」，
回答が多い。働くことを支えることとして，健康管理や体力の保持増進，余暇・日
常生活の充実などにも重きを置いていると思われる。
ⅱ）学校に期待することから
障害者の自立や社会参加を実現する上で「学校に期待すること」の自由記述では，回答
中にある共通の表現に着目した。その結果，およそ64の文章の内 「自分でできる」に関す，
ることが20 「集団行動ができる」に関することが15 「コミュニケーションがとれる」に， ，
関することが12だった。
このことから，事業所が学校に期待することは，以下のとおりであると受けとめた。
○自分でできることを増やしてほしい
○コミュニケーションをとれるようにしてほしい
○集団行動ができるようにしてほしい
②個別カリキュラム実施上の配慮
個別カリキュラム実施上の配慮を見出すにあたっては，自立や社会参加につながる授業
がより妥当なものとなるように，同じく本校卒業生を対象に実施した先行調査（重度障害
， ） ， 。者の就労促進を目指す研究開発プロジェクト 2010 から 次のような結果にも着目した
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○多くの卒業生が「仲間がいるから 「お金をもらうのがうれしいから」を理由に，」，
現在の仕事を継続したいと思っていること。
，「 」，「 」，「 」，○事業所が要望している障害者の資質は 勤務態度がよいこと 自立 社会性
「作業能力」であること。
○事業所は，作業能力として「数を数えることができる」や「できることを増やす ，」
「一人で任せられる 「長い時間，同じ作業ができる」を，勤務態度として「仕事」，
に対する甘さをなくす」や「自分の仕事に対する判断ができる」ことを要望してい
ること。
以上 「事業所等が大切にしていること 「学校に期待すること ，先行調査の結果と，， 」， 」
本校の子どもの実態や学校教育目標を踏まえ，働くことを観点とした場合の個別カリキュ
ラム実施上の配慮を，次のようにまとめた。
表２ 「働くことを観点とした個別カリキュラム実施上の配慮（H22暫定案 」）
○実際的な作業場面においては，一人で行うことと，仲間と一緒に行うことの
両方を大切にする。
○職場でのコミュニケーションや集団行動につながるように，話すことや聞く
こと，自分の思いを表現することを大切にする。
○作業では，報告・連絡・相談とともに，あいさつをする，時間を守るといっ
た勤務態度を大切にする。
○就労を支えることとして，余暇活動や日常生活の充実，健康管理についても
大切にする。
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Ⅶ 研究の実践
「Ⅳ 研究内容 （ ）で示したとおり，研究内容は次の３つである。」 pp.7-8
○学習履歴活用の手順
○共通テーマにおける目標設定の手順
○自立や社会参加につながる個別カリキュラム実施上の考え方
小中高の各部には，それぞれ次のような授業実践の課題があるととらえている。
小学部は，子どもの教育的ニーズにこたえられるように学習を積み上げていくことを大
切にする。教育的ニーズから導き出した子ども一人一人の指導内容をよりよく取り扱うこ
とができるように，授業を組み立てることに工夫が必要である。
中学部は，小学部と高等部をつなぐ移行段階であり，小学部での学習の積み上げと高等
部で重視する自立や社会参加に必要な力を身に付けることを踏まえて授業を組み立てる必
要がある。子どものこれまでの育ちと子どもを自立や社会参加につなぐこととの調和を図
ることに工夫が必要である。
高等部は，卒業後の社会生活を目前に控え，自立や社会参加につながるように授業を組
み立てる必要がある。自立や社会参加に必要な力を確実に身に付けることができるように
するための工夫が必要である。
このような課題を踏まえて，３年計画の１年次の研究では，小中高の各部を研究組織と
して，特に重視する内容を以下のように分担し，本研究における授業づくりの基本的な考
え方を見出すことにした。
〈小学部〉
○学習履歴活用の手順
〈中学部〉
○共通テーマにおける目標設定の手順
〈高等部〉
○自立や社会参加につながる個別カリキュラム実施上の考え方
次に，それぞれの実践について紹介する。
（文責：瀧沢）
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１ 子どもの入学前の育ちまで含めた学習履歴を活用した授業実践
共通テーマ「ゴリラをやっつけろ （小学部）を例に」
小学部では，子どもが主体的に活動し，自ら考えて学習活動に取り組むことができるよ
うに，これまでの学習の積み上げを生かし，学習のつながりを考慮した授業の構想と改善
に焦点をあてた授業を実践した。学習履歴を活用することで見出した具体的に指導する内
， ， 「 」容や設定した学習活動 構想した支援の方法について 共通テーマ ゴリラをやっつけろ
（ ， ） ， 。指導期間：9月6日～10月8日 全21回 の実践をとおして 明らかにしたことを紹介する
（１）共通テーマの設定
今回の実践では，児童９名（３年生３名，４年生２名，５年生３名，６年生１名）を学
習集団として編成した。このうち，取り扱う指導内容が「相手に手渡すこと」である３年
生のＨ君を研究対象児童とし，Ｈ君を例にして，以下に，どのように共通テーマを設定し
てきたかを述べる。
①指導内容「相手に手渡すこと」にかかるＨ君の学習履歴
Ｈ君の指導内容「相手に手渡すこと」については，他者とのかかわりの中で指導するべ
きものだととらえた。そこで，Ｈ君の就学後から現在までの学習履歴から，他者とのかか
わりにかかる記述を抜粋し， のように整理した。表３
表３ 「 相手に手渡すこと』にかかるＨ君の学習履歴」『
授業の様子
「共通テーマ」(実施の年度/前後期/指導期間)
○学習活動の概要
「たんけんにいこう （H22/前/②） ・教師が活動のシンボルとなるイラストを掲示したり，必」
○ジャングルに探検に行こうという見立て遊び 要な道具をあらかじめ置いておいたりすることで活動に
， 。の中で，肋木登りや綱引きをしたり，友だち 見通しを持ち 落ち着いて教師の話を聞く姿が見られた
と協力して荷物運びをしたりする。 荷物運びの場面において，友だちが反対の棒の端を持つ
まで，出発を待とうとする姿が見られた。
「ゆきあそびにいこう （H21/後/③） ・インラインスケートでは，自分から教師につかまって滑」
○ソリで滑ったり，インラインスケートを履い り方を練習したり，教師のまねをして膝を曲げたりする
てコースを滑ったりする活動。 ことで，スケート靴を履いたまま歩けるようになった。
「ギュッ，パッ，ハイッ （H21/前/②） ・教師が「トントン」や｢トントン,パッ｣と動きを擬態語」
○曲や教師の言葉に合わせて，体操したり，踊 にしたり，教師が関節の曲げ伸ばしの手本を示したりす
ったりする。 ると,教師のまねをして，大きく肘や腰を曲げ伸ばして
体操をすることができるようになった。
「ボールゆうえんちであそぼう （H20/後/①） ・教師が目的の場所や物をイラストや写真を使って示した」
○スロープやボールプールのある遊具で，乗り り，遊び方の手本を示したりすることで，自分で工夫し
物を選んで使ったり，ボールで的当てをした て遊ぶことができた。また，友だちの遊ぶ姿をまねて，
りする。 ボールで遊ぶ姿も見られた。
※Ｈ君のかかわった相手が分かるように,「教師 「友だち」という下線で表した。」，
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（ ）の学習履歴から，Ｈ君は，学習に取り組む際，教師からの支援を受け入れ表３ p.17
る姿や友だちが学習に取り組む様子を意識している姿だけでなく，自分から教師にかかわ
ろうとする姿や友だちに合わせようとする姿も徐々に見られるようになってきていること
が分かった。
そして，Ｈ君の指導内容「相手に手渡すこと」について 「高める」のか 「広げる」の， ，
か 「定着を図る」のかと考えたとき，教師を対象の中心とした他者とのかかわりから，友，
だちをも含めた他者とのかかわりへと対象の範囲を広げたいと教師は考えた。そこで，指
導内容を 広げる という観点で取り扱うこととし 授業の中で具体的に指導する内容 友「 」 ， 「
．
だちに道具を渡すこと」を見出した。
．．
②共通テーマ「ゴリラをやっつけろ」の設定
Ｈ君を含めた本学習集団の９名の具体的に指導する内容や学習履歴から，以下のように
学習活動を設定した。
本学習集団の子どもたちの学習履歴から，他者とのかかわりについては 「教師と ，あ， 」
るいは「○○君と」と身近な人とのかかわりの中で，子どもたちがかかわる対象を広げて
きていることが分かった。教師は，その対象を「同じクラスの友だちと」から「他のクラ
スの友だちと」へと広げ，将来，子どもたちが自立や社会参加をするために必要となる社
会性を高めることへとつなげていきたいと考えた。
Ｈ君の学習活動を考えるにあたり，他者とのかかわりという視点で，Ｈ君の学習履歴を
確かめた。すると 「ボールゆうえんちであそぼう」や「たんけんにいこう」等の遊びを学，
習活動に設定した授業は，Ｈ君にとって馴染みがあり，教師や友だちとのかかわりを活動
の中に取り入れやすいととらえることができた。そこで，今回のＨ君の学習活動を，遊び
ながら運動することに設定した。
Ｈ君の学習履歴の記述にある「ボールゆうえんちであそぼう」では，Ｈ君が教師や友だ
ちと一緒に集めたボールを同じ的に向かって投げた。また 「たんけんにいこう」では，模，
型の蛇に巻き付けたロープをＨ君が教師や友だちと力を合わせて引いた。このように，的
や模型の蛇のような具体的に働きかける対象があることで，Ｈ君がみんなと共通の目的を
， 。 ， ，持ち 教師や友だちと協力して活動する姿が見られるようになってきた そこで Ｈ君が
今年度に取り組んだ「たんけんにいこう」の授業に出てきた馴染みのある登場人物である
「ゴリラ」をライバルとして登場させ，競わせることにした。これまでに，Ｈ君が経験し
てきた学習活動から，教師がふんするゴリラは，
力が強くて，到底，自分ではかなわないという気
持ちがＨ君の中にあったようだった。Ｈ君の「一
人ではゴリラにかなわない」という気持ちは，友
だちと協力するとゴリラに勝てたという成功体験
をとおして 「友だちと協力すれば勝てる」とい，
う気持ちに変わり 「みんなで協力してゴリラに，
勝とう」という友だちと共通の目的につながるの
ではないかと考えた。 ゴリラ役の教師と綱引きをするＨ君
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共通テーマ「ゴリラをやっつけろ」では，追いかけっこやボール集め，綱引き等で，ゴ
リラと競いながら体を動かす学習活動を設定した。
③共通テーマにおける目標の設定と支援の方法の構想
本実践では 「共通テーマにおける目標設定の手順 （ ）を踏まえ，Ｈ君の共通テー， 」 p.11
マにおける目標を以下のように設定した。
共通テーマ「ゴリラをやっつけろ」では，友だちと交代しながら道具を使ったり，同じ
道具を一緒に使ったりする活動に取り組むことで，Ｈ君の具体的に指導する内容「友だち
．．．
に道具を渡すこと を指導できると考えた そこで 共通テーマにおけるＨ君の目標を 活」 。 ， 「
動に取り組む中で，友だちと道具を一緒に使っている」こととした。
共通テーマ「ゴリラをやっつけろ」の各段階のテーマと主な学習活動を のように設表４
定した。Ⅰ段階で，相撲や追いかけっこ等をする中で，Ｈ君は一人でゴリラに挑戦してか
なわないという体験と友だちと協力すると勝てるという体験から 「みんなで協力してゴリ，
ラに勝とう」という目的を持つ。Ⅱ段階で，リレーや綱引き等をする中で，Ｈ君は友だち
と協力してゴリラと競い，勝利する体験をとおして達成感や満足感を味わう。このように
二つの段階に分けて共通テーマを展開することにより，Ｈ君が友だちとの関係を深めるこ
とができると考えた。
表４ 「各段階のテーマと主な学習活動」
段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階
テーマ 「ゴリラはつよい」 「ゴリラをやっつけろ」
回 数 ５回 16回
● ●ゴリラと相撲で力比べをする。 ●捕まった友だちが逃げられるように，ボールを
主 ●ミカンに見立てたボールを遠くに投げて， 遠くの方やゴリラがいない方向へ投げて，ゴリ
な ゴリラがそのボールを取りに行く間に，平 ラの気をそらす。
学 均台を渡る。 ●ゴリラに追いつかれないように，バナナに見立
習 ●ゴリラに捕まらないように，移動しながら てたバトンを使ってリレーをする。
活 ミカンやリンゴに見立てたボールを集める ●全員で力を合わせて，ゴリラと綱引きをする。。
動
ボールを投げてから，平均台を渡るＨ君 リンゴに見立てたボールをかごに集めるＨ君
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， （ ） ， 。Ｈ君への支援の方法を Ｈ君の学習履歴 を参考に のように考えたp.17 表３ 表５，
表５ 「Ｈ君への支援の方法」
参考にした学習履歴 学習履歴から教師が考えたこと Ｈ君への支援
教 ○教師や友だちが投げる姿を ○教師が手本を示すことで，Ｈ ○追いかけっこやリレー，綱引
師 見てまねをする。 君は，初めての活動に見通し き等を始める前に教師が手本
の ○教師が関節の曲げ伸ばしの を持つことができると考えた を示す。また，友だちが走っ。
か 手本を示す。 たり，友だちが次の走者にバ
か トンを渡したりする様子を示
わ しつつ 「コースの外側を走り，
り ましょう」や「バトンは，線
方 の上で渡すのですね」等と言
葉をかける。
教 ○教師が目的の場所や物をイ ○視覚的な支援を行うことで， ○リレーでは，子どもたちの顔
ラストや写真を使って示す 説明された場所や物が何なの 写真を走る順番に並べて，誰
具 か，Ｈ君が分かりやすくなる が誰にバトンを渡すのかを視
と考えた。 覚的に示す。
環 ○活動の場面ごとに，シンボ ○学習活動に合ったイラストや ○ゴリラの住みかとした場所に
境 ルとなるイラストを周囲に 道具の配置をすることで，本 は，ゴリラのイラストをはっ
構 掲示したり，活動に必要な 人が学習に取り組みやすくな ておく。活動ごとに，リレー
成 道具をあらかじめ置いてお ると考えた。 をする場所，綱引きをする場
いたりする 所のように，場所を変える。
ゴリラの住みかとした場所ゴリラと綱引きをする場所
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（２）授業の実際
① と授業改善についてＨ君の姿
Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ」 （9月21日 Ⅱ段階16回中の５回目）
授業の様子
バトンをバナナに見立てたリレーでは，初めに，教師がコースを走ったり，バト
ンを受け渡したりする手本を示した。Ｈ君は，教師からバトンを受け取ってコース
を走ることができたが，途中，競っていたゴリラ役の教師に向けて，バトンを投げ
てしまい，それを拾わずに戻ってきてしまった。
評価・検討
Ｈ君の姿から，教師の手本を見て，バトンをもらう相手と自分が走るコースにつ
いてＨ君が考えたととらえた。しかし 「バトンを受け取ったら次の人に渡す」とい，
，「 」 。うルールを理解して 次の走者に渡す という行動につなげることができなかった
教師同士でバトンの受け渡しの手本を示したことで，Ｈ君は 「バトンは教師に渡す，
もの」と考え 「次の人（友だち）に渡す」ということが伝わっていないのかもしれ，
ないととらえた。
「教師に渡す」から「友だちの○○さんに渡す」ために，支援の方法を修正する
ことにした。リレーの走る順番を「教師が子どもの顔写真を順番に並べて示す」と
いう支援の方法を「走る順番に，子どもが自分の顔写真を順番にはる」とすること
で 「教師に渡す」から「友だちの○○さんに渡す」とバトンを渡す相手を自分で確，
かめることができるのではないかと考えた。
次時の改善方法
○走る順番を確かめるために，Ｈ君が自分の顔写真をはるようにする。
Ｈ君の本時の目標 「次の走者にバトンを渡すことができる」
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（ ）Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ 9月22日 Ⅱ段階16回中の６回目」
授業の様子
バトンをバナナに見立てたリレーでは，リレーを始める前に走る順番を全員で確
かめた。その際，走る順番をＨ君が自分で確かめることができるように，Ｈ君に本
人の顔写真を渡して，Ｈ君が走る順番のところにはるように促した。そして，Ｈ君
が写真をはった後，Ｈ君の次に走る友だちの顔写真を指差して 「○○さんにバトン，
を渡すのですね」と言葉をかけて，バトンを渡す相手を確かめた。Ｈ君は，リレー
が始まると，友だちからバトンをもらってコースを走ることができたが，前回と同
じ様に，途中で，競っていたゴリラ役の教師に向けて，バトンを投げてしまった。
評価・検討
Ｈ君が友だちからバトンを受け取った姿から，Ｈ君は 「教師」だけでなく「友だ，
ち」もバトンをもらう対象だと分かったととらえた。しかし 「バトンを，次の走者，
の○○さんに渡す」という行動につなげることはできなかったことから，Ｈ君に気
づいてほしいことをとらえ直す必要があると考えた。
バトンを次の走者に渡せるようになるには，Ｈ君が何に気づけばよいのか，その
ためにどんな支援を行うことが必要かを検討した。その際， （ ）を見直し表３ p.17
たところ，教師とかかわりながら学習に取り組む姿は多いが，友だちに合わせて学
習に取り組む姿は最近になって見られるようになってきたことを読み取ることがで
きた。そして，Ｈ君の他者とのかかわりの発達段階が，どの段階か，就学前の学習
， 。履歴にまでさかのぼって確かめて Ｈ君への支援の方法を修正するべきだと考えた
は，Ｈ君の他者とのかかわりの発達段階を確認するにあたって，就学前にＨ君が表６
通っていた施設から，本校に送られてきた成長記録を参考にした，Ｈ君の他者とのかか
わりにかかわる記述を抜粋したものである。
Ｈ君の本時の目標 「次の走者の顔を確かめて，バトンを渡すことができる」
友だちからバトンをもらうＨ君（中央）
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表６ 「Ｈ君の就学前の他者とのかかわりにかかる育ちの履歴」
年齢 他者とのかかわりにおいて見られた姿
５歳 ・自分から大人にかかわろとする姿が見られるようになった。
・友だちと絵本を，短時間，一緒に見ることができた。
４歳 ・大人が「友だちと手をつなごう」促したり，教師が別の子どもと手をつなぐ姿を示したり
することで，本人も友だちと手をつないで歩くことができた。
３歳 ・見立て遊びをすることが苦手で，大人と遊ぶことが多かった。
・教師が手本を示す遊びや，場を共有している友だちの姿をまねて遊ぶことができた。
検討
から，就学前のＨ君は，教師が仲介することで，友だちとかかわることがで表６
きるようになってきたことが読み取れた。
， ， 。 ，そこで を参考に Ｈ君の他者とのかかわりの段階をとらえ直した そして表７
Ｈ君の段階が， の３段階であり，支援の方法を「大人が行動の手本を示しなが表７
ら一緒に活動し，本人の行動を賞賛したり，行動の修正を助言したりするようにす
る｣必要があるととらえた。
表７ 「 人とのかかわり発達段階表 〈視点４〉周りの人と一緒に活動できる」『 』
（研究紀要 第14集※「人とのかかわり発達段階表 〈視点４〉周りの人と一緒に活動できる」
別冊１ pp.6-11より抜粋）
次時の改善方法
， 。○教師が一緒にリレーを走り Ｈ君の行動に対する評価をその場で行うようにする
2段階 3段階 4段階
１．大人がスプーンで食事をさせ
ているときに自分も大人にスプー
ンで食べさせようとするなどのや
りとり遊びを自分から行おうとす
る。
１．大人のままごとのまねをす
る。（「どうぞ」と言って渡し,
「ごちそうさま」というと満足す
る）
１．「ぼくもする」と言って,大人
のすることを何でもしたがる。
２．そばにいる大人の模倣をして,
ものに同じ動作で働きかける。
２．同年代の子どもの集団で遊ん
だり，一緒に行動したりすること
を好むようになる。
２．大人や友だちと電話ごっこや
ままごとなどの見立て・つもり遊
びをすることができる。
３．そばにいる大人の身振りや手
振りを模倣して遊ぶ。
３．友だちと手をつなぐことがで
きる。
３．友だちと一緒の場所にいて，
ときどきかかわりを持ちながら遊
ぶことを好むようになる。
４．友だちとおもちゃなどを取り
合う。
４．子ども同士で追いかけっこを
してふざける。
５．大人が手本を示すと新しい遊
びに気付き,行おうとする。
５．年下の子どもに興味を示し，
世話を焼きたがる。
　意思疎通の可能な大人がそばに
ついて「ほら，こんなふうにして
ごらん」と言って行動の手本を示
しながら活動に一緒に取り組むよ
うにする。
　決まった大人だけの場でなく,公
園など同年齢の子どものいる環境
で遊ばせることを大切にする。
　大人が行動の手本を示しながら
一緒に活動し,本人の行動を賞賛し
たり,行動の修正を助言したりする
ようにする。
　例えば，大人がはいたゴミを取
るときに，ちり取りを持たせるな
ど，できる範囲内で大人の手伝い
をさせるようにする。
　大人と子どもの集団や大人が子
どもをリードする子どもの集団の
中で，子どもの遊びを広げるよう
な働きかけをする。
人とのかかわりの様子
基本的な接し方
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Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ （ ）」 9月24日 Ⅱ段階16回中の７回目
授業の様子
バトンをバナナに見立てたリレーでは，前時と同様に，Ｈ君が自分の顔写真を使
って走る順番を確かめた後，リレーを始めた。そして，Ｈ君がバトンをもらったと
同時に，教師が伴走して 「○○さんにバトンを渡しましょう」と言葉をかけたり，，
， ，バトンを落としてしまった後 Ｈ君がバトンを拾おうとする行動を賞賛したりして
Ｈ君の行動に対する助言や賞賛をその場で行った。そうすることで，次の走者であ
る○○さんにバトンを渡す姿が見られた。
評価
その後，徐々に，教師がＨ君のそばで行動を評価しなくても，Ｈ君は，自分の次
にバトンゾーンにいる人の顔を見ることで，誰にバトンを渡せばよいのか分かるよ
うになり，一人でバトンの受け渡しができるようになった。また，Ｈ君はリレーの
走る順番を示した顔写真の並びを見て，誰の次に走って，誰にバトンを渡すのか分
かるようになり，バトンを受け渡す相手が変わっても，バトンの受け渡しができる
ようになった。
Ｈ君の本時の目標 「次の走者を確かめて，バトンを渡すことができる」
一人で友だちにバトンを渡すＨ君(左)
友だちにバトンを渡すＨ君
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Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ （10月4日 Ⅱ段階16回中の11回目）」
授業の様子
友だちと協力してゴリラと綱引きをする活動では，最初，ゴリラ役の教師を追
いかけたり，綱引きの場所から押し出そうとしたりする姿が見られた。綱引きが
始まっても，しばらく，一人でゴリラを押し出そうとし続けた。時間が経つと，
徐々にみんなが綱引きをしている場所に近づいて，友だちの様子を綱引きが終わ
るまで見ていた。
評価・検討
Ｈ君の姿から，Ｈ君は「ゴリラをやっつけたい」という思いから，ゴリラ役の
教師を追いかけたり，押し出そうとしたりしているのではないかととらえた。自
分でゴリラ役の教師を押し出そうとしても，一歩も動かないことから 「自分一人，
では，かなわない」とＨ君は考え直して，ロープを引いている友だちのところに
近づいて行ったのではないかととらえた。
「自分一人では，かなわない」と感じ始めたＨ君が，友だちと一緒に綱引きで
きるように，ロープを引く人数を徐々に増やし，ゴリラが力負けして引きずられ
る姿を見せるように支援の方法を修正した。また，教師や友だちが「一緒にやろ
う」と呼びかけることで，Ｈ君も「僕も友だちと一緒にロープを引いて，ゴリラ
をやっつけよう」と考えて，友だちと一緒にロープを引くようになるのではない
かと考えた。
次時の改善方法
○教師や友だちがゴリラと綱引きをする姿を見せてから，教師が綱引きに誘うよう
にする。
Ｈ君の本時の目標 「友だちと一緒に，ロープを引くことができる」
離れて綱引きの様子を見るＨ君(左)
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Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ （10月5日 Ⅱ段階16回中の12回目）」
授業の様子
友だちと協力してゴリラと綱引きをする活動では，最初，Ｈ君は，前時と同様
にゴリラ役の教師を押し出そうとする姿が見られた。教師は，他の子どもたちを
促して，ロープをみんなで引く姿をＨ君に示した。Ｈ君が綱引きの方向に顔を向
ける姿を確かめてから，教師が「Ｈ君，一緒にやりましょう」と呼びかけた。そ
うすると，すぐに綱引きの場所に近づいてきたが，綱引きには参加せず，前時と
同様に，友だちの様子を，綱引きが終わるまで見ていた。
評価・検討
Ｈ君の姿から 「友だちと一緒にロープを引いてみようかな」と考えたととらえ，
た。Ｈ君が「僕も友だちと一緒にロープを引いて，ゴリラをやっつけよう」とい
う考えを持つことができるように，Ｈ君を綱引きに誘う支援の方法を修正するこ
とにした。
その際， （ ）の学習履歴を見直したところ 「友だちに合わせようとす表３ p.17 ，
る」姿が見られて間もないことから 「Ｈ君が集団に合わせる」よりも 「Ｈ君が， ，
集団を作っていく」という方針に切り替えて，支援の方法を修正した方がよいの
ではないかと考えた。そこで，綱引きの最初に，教師がＨ君と一緒に二人だけで
ゴリラと綱引きを始め 「二人ではかなわないこと」をＨ君と一緒に確かめる。次，
に，友だちを呼んで助けてもらおうと教師がＨ君に提案し 「みんな，一緒にやり，
ましょう」と教師がＨ君を促して，呼びかけることにした。
次時の改善方法
○最初に教師とＨ君がゴリラと綱引きを始め，Ｈ君が友だちを綱引きに誘うように
する。
Ｈ君の本時の目標 「友だちと一緒に，ロープを引くことができる」
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Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ （10月6日 Ⅱ段階16回中の13回目）」
授業の様子
友だちと協力してゴリラと綱引きをする活動では，最初に，教師がＨ君と一緒に
。 ，「 」ゴリラと綱引きを始めた ゴリラ役の教師と綱引きをしても 二人ではかなわない
という状況で，教師が「Ｈ君，一緒に友だちを呼びましょうか」と誘った。教師の
提案に，Ｈ君がうなずき，教師と一緒に「みんな，一緒にやりましょう」と笑顔で
呼びかける姿が見られた。そして，Ｈ君に呼びかけに応じて，友だちが来て綱引き
を始めると，Ｈ君も一緒に綱引きをする姿が見られた。
評価
その後，Ｈ君は，自分の呼びかけに，友だちが応えてくれることに気が付くと，
遠くから友だちに向かって「一緒にやろう」と手招きをしたり，友だちの手をとっ
て誘ったりする姿が見られるようになった。そして，友だちが集まると，一緒に綱
引きをすることができた。
Ｈ君の本時の目標 「友だちを呼び寄せて，一緒にロープを引くことができる」
友だちに呼びかけるＨ君 友だちと綱引きをするＨ君（中央）
友だちを呼んできたＨ君
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②Ｈ君の変容
友だちに道具を手渡すことができるようになったことで，Ｈ君には，次のような姿が見
られるようになった。
市内の特別支援学校と特別支援学級合同で行った運動会において，リレーに出場した際
のことである。Ｈ君は，第１走者として，コース
を走り，第２走者にバトンを渡すことができた。
その際，教師が「○○さんにバトンを渡しましょ
う」とバトンゾーンに入る前のＨ君に言葉をかけ
ることで，次の走者である同じ学校の友だちの顔
を見て，バトンを渡す相手が分かり，自分一人で
バトンを友だちに渡すことができた。会場にいた
教師や保護者は，大きな拍手と握手，そして抱擁
で大絶賛した。
（３）成果と今後の課題
①本実践の成果
， ，Ｈ君に上記のような変容が見られたのは どのように指導内容を取り扱うかを決める際
学習履歴を活用することで，本人の実態に合わせて具体的に指導する内容を決めたり，学
習活動を設定したりすることができたためだととらえた。また，入学前の学習履歴は，Ｈ
君の発達段階に合った支援を考える上で，他者とのかかわりにおけるＨ君の発達段階をと
らえる際の手がかりとなり，有効に活用できることが分かった。
本実践をとおして，分かったことを基に，学習履歴活用の手順について，以下のように
まとめた（ 。表８）
表８ 「学習履歴活用の手順」
○どのように指導内容を取り扱うかは，子どもの学習履歴から，これまで取り
， ，「 」 ，扱ってきた指導内容の系統や指導の順序 獲得状況をつかみ 高める のか
「広げる」のか 「定着を図る」のかを決めて，具体的に指導する内容を見出，
p.29,図３）す （。
○どのように学習活動を設定するかは，子どもの学習履歴から，これまで設定
してきた学習活動をつかみ，馴染みがある学習活動がいいのか，目新しさの
p.29,図４）ある学習活動がいいのかなどを考慮して設定する （。
○どのように支援の方法を構想するかは，子どもの学習履歴から，これまで取
り組んできた学習活動の中で，有効だった支援の方法をつかみ，子どもの今
の実態を踏まえて構想する。また，学習活動が次の段階に進んだり，子ども
が活動にうまく取り組めない姿が見られたりしたときには，学習履歴を参考
p.30,図５）にして，目標や支援の方法を修正する （。
次の走者にバトンを渡すＨ君
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図３ 具体的に指導する内容を見出す手順
図４ 子どもの学習活動を設定する手順
・子どもの学習履歴から，指導内容の系統や指導の順序，獲得状況をつかんで，ど
のように指導内容を取り扱うかを決定する。
「高まり」
・考え方が高まった
り，やり方が上達
したりする。
「定着を図る」
・指導内容を生活で
生かす頻度が増え
る。
「広げる」
・指導内容を生かす
場面や対象が増え
る。
候補１
作品づくり
候補２
遊 び
候補３
運 動
・個別の指導計画で，子どもの指導内容を確認する。
・子どもに「具体的に指導する内容」を見出す。
・学習集団の子どもたちの「具体的に指導する内容」や学習履歴を確認する。
・子どもの学習履歴から，授業で「具体的に指導する内容」にかかわる学習活動の
履歴を確かめて，馴染みのある学習活動が適しているか，目新しさのある学習活
動が適しているかなどを考慮して，ふさわしい学習活動を絞り込む。
・学習集団全体の興味・関心，学習への取組，人間関係などを考慮して，どのよう
な学習活動を設定することができるか候補を挙げる。
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図５ 有効な支援の方法を採用する手順
②今後の課題
今回の授業実践では，学習履歴を踏まえることで，具体的に指導する内容を決定し，学
習活動を設定して，有効な支援の方法を構想する際に活用することができた。そうするこ
， 。 ，とで 子どものこれまでの育ちや実態に応じた授業を行えることが分かってきた 今後は
就学前の育ちの履歴をどうとらえ，授業を構想するときにどう生かせるかを追求していき
たいと考えている。その中で，入学時にどのような情報を集めればよいのかを見出して，
幼稚園や保育園から小学校への移行支援の在り方についても追求したいと考えている。
（文責：島田）
・設定した学習活動にかかわる子どもの学習履歴の中から，有効な支援の方法を探
し出す。
・探し出した有効な支援の方法を参考に，子どもの実態に応じて，支援の方法を再
構成する。
・毎時間，授業を振り返って，支援が適切であったか，検討し，必要に応じて修正
する。
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２ これまでの育ちと自立や社会参加につなぐこととの調和を図って，
共通テーマにおける目標を設定した授業実践
共通テーマ「自分の成長をたどろう （中学部）を例に」
中学部では，共通テーマにおける目標の設定について，共通テーマ「自分の成長をたど
ろう （指導期間：9月7日～10月7日，全９回）の実践をとおして明らかにしたことを紹介」
する。
（１）共通テーマの設定
①研究対象生徒（Ｎ君）の実態
今回の実践では，中学部の生徒５名（３年生３名，２年生１名，１年生１名）を学習集
団として編成した。このうち，小学部１年から本校に在籍し学習を積み上げてきたという
点，また，高等部進学を控え，卒業後の社会生活を視野に入れて，自立や社会参加に必要
な力を身に付けていく段階であるという点を考慮し，３年生のＮ君を抽出して授業実践を
進めることとした。Ｎ君の日常の様子に目を向けたり，前担任からの聞き取りをしたりし
て，実態をとらえた。Ｎ君の指導内容は「人や状況に合わせた話し方」で，それに関する
実態は以下のとおりである。
○教師が「誰か発表してくれる人はいますか」と言葉を投げかけたことに対して，積極
的に挙手をし，意見や感想を話すことができる。
○みんなの前で話すときには「です 「ます」など丁寧な言葉を使うことができる。」，
○「 ごちそうさま』は□時にします 「△と◇のおかわりができます 「それでは，い『 」， 」，
ただきましょう」というように，決まった型の３文を組み合わせて，給食前のあいさ
つができる。
。 ，「 」 ，○早口になると発音が明瞭でなくなる 例えば あそびにきた と言おうとしたことが
人によっては「あごびにぎだ」と聞こえてしまうことがある。
．．．．．．
○話しているうちに，自分でも何を話すつもりでいたのか分からなくなり，自分の好み
や趣味など，話題と関係のないことを話してしまうことがある。
○相手に伝わっているか確かめながら話すことが難しく，自分のペースで話すことがあ
る。
○自分の話を終わりにするタイミングがつかめず，教師や友だちから指摘を受けるまで
話を続けることがある。
○友だちの発表を見て，声の大きさや姿勢など，よいところに気づき 「声が大きくてい，
いですね」のように話すことができる。
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②Ｎ君の学習履歴
Ｎ君の指導内容「人や状況に合わせた話し方」については，話す内容を考えたり組み立て
たりすること，相手の意見を聞くこと，ゆっくり，はっきりと発音すること，丁寧な言葉を
遣うこと，などと関連が深いと考えた。それらを「 人や状況に合わせた話し方』にかかる『
学習履歴」ととらえ，以下のように整理した（ 。表９）
表９ 「 人や状況に合わせた話し方』にかかるＮ君の学習履歴」『
「共通テーマ」
授業の様子
（実施の年度/前後期/
指導期間）
○学習活動の概要
「朝の会をしよう」 ・友だちの言い方を参考に 「サ，
（H21/後/④） ッカーです」と言うことができ
○朝の会で「今日頑張 た 丁寧に言う場面が増え 失。 ，「
りたいこと」につい 礼します。給食を取りに来まし
て教師の質問に答え た」のように話すことができる
る。 ようになった。
「朝の会をしよう」 ・ 腕相撲をして勝った人が係に「
（H21/後/②） なる」という友だちの意見に賛
○友だちと話し合い， 成した。友だちと話し合うこと
係を決める。 で問題が解決できることが分か
り，他の場面でも話し合いがで
きた。
「書いて伝えよう」 ・初めは，出来事を自分の書きた
（H21/前/④） い順番で書いていた。写真を並
○時系列に沿って，日 べることで，時系列に文章を組
記を書き表す。 み立てることができた。帰りの
会ではスケジュール表を見なが
ら，時系列に沿って出来事を発
表できるようになった。
「朝の会をしよう」 ・友だちに自分がやりたい役割を
（H21/前/①） 伝えることができた。自分で役
○友だちと話し合い， 割を決めることで，意欲を持っ
役割を決める。 て仕事に取り組むことができ
た。
「絵手紙を出そう」 ・例文を読むことで，教師に対し
（H20/後/④） ては丁寧な表現をすることが分
○相手によって表現を かった。校外学習でお世話にな
変えて手紙を書く。 ったボランティアの人にも丁寧
な言葉で手紙を書くことができ
た。
「作文を発表しよう」 ・ どこで 「だれが 「何をし「 」， 」，
（H20/後/②） た」の観点で，発表したいこと
○示された観点に合わ を教師と一緒にカードにまと
せて経験を書き表 め，それをもとに話すことがで
し，発表する。 きた。
「朝の会をしよう」 ・黒板に掲示してある順番を見る
（H20/前/①） ことで，順番に友だちに 「元，
○示された順番どおり 気ですか」と尋ねることができ
に友だちの健康観察 た。
をする。
「劇をしよう」 ・ □□君の次に言いますよ」と「
（H19/後/④） ルール作りをしたところ，友だ
○友だちが言うのを待 ちが言い終わるのを待ってから
って劇のせりふを言 せりふを言えるようになってき
う。 た。
「音であそぼう，こと ・ １番，詩の音読をします。２「
ばであそぼう」 番･･･」というように授業の進
（H19/後/①） 行係をした。スケジュール表を
○示されたスケジュー 見て順番を確かめればよいこと
ルに従って，授業の が分かり，黒板に文字カードを
進行役をする。 はることができた。
くらべてあわせよう ・文章を教師の後に続いて読むこ「 」
（H19/前/①） とで，教師をまねて同じような
○教師の口形をまね 口の形を作り，ゆっくりとした
て，ゆっくり話す。 速さで読むことができた。鏡の
前で読むことにより，自分の口
の動きを確認する姿が見られ
た。
「ぶんをかこう」 ・ きのう□□しました 「あした「 」
（H18/後/③） △△します」のように，時間に
○時間的な順序に合わ 合わせた表現ができた。
せて，文章を組み立
てる。
「 」「さくひんてんをみに ・写真カードを見て こっちだよ
いこう」 と友だちに方向を教えた。到着
（H18/後/③） すると，友だちに「ここにシー
○ペアになり目的地を ルをはるよ」と教えた。
目指す。
「よもう，かこう」 ・教師の口形をまねて，ゆっくり
（H18/前/①） とした速さで読むことができ
。 ，○作った文を教師と一 た 朝の会や実習生歓迎会でも
緒に読む。 教師と一緒に，はっきりと発表
することができた。
「ことばであそぼう」 ・教師と話しながら，経験したこ
（H17/後/③） とを順に書いた 「うれしかっ。
○教師と一緒に日記を た 「楽しかった」の気持ちも」，
書く。 書けるようになった。促音や拗
音の表記について，正しい文字
順で単語を書くことができるよ
うになった。
「カタカナ・かんじを ・出かけた場所や夕食のメニュー
かこう」 などをカタカナで書いたり読ん
（H17/前/②） だりできるようになってきた。
○身近な言葉をカタカ
ナで書く。
「かみしばいをつくろ ・丁寧にゆっくり話さないと相手
う」 に伝わりにくいことが分かり，
（H16/前/②） 何度もやり直していた。
○作った話を友だちに
話す。
「ともだちにつたえよ ・してほしいことや使いたい物を
う」 伝えたいときに，教師の言い方
（H16/前/③） を模倣して３語文で言うことが
○友だちに言いたいこ できた。
とを伝える。
えをみてこたえよう ・教師の口形をまねてゆっくりと「 」
（H15/後/④） 単語を発音することにより，正
○実物や絵カードに描 しい発音で単語を読めるように
かれた物を言葉に表 なった。
す。
「ぶんをつくろう」 ・ ゆっくり話しましょうね」と「
（H15/前/②） 言葉をかけることにより発音に
○絵カードを使って簡 注意している。
， 。単な文を作り 読む
ことばであらわそう ・教師と一緒に単語を声に出して「 」
（H14/前/③） 読むと，書いた文字が違うこと
○言葉を書き，声に出 に気づき，自分で修正すること
す。 ができた。
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③学習活動の設定
共通テーマ「自分の成長をたどろう」では，
生徒５名の指導内容，子どもにとっての興味・
関心，人とのかかわりの中でさらに自分を高め
ようとする意欲を持ってほしいという教師の願
いから 「考えを伝え合うこと」を主な学習活動，
として導き出した。
自分の考えを相手に伝えることは，社会生活
を送る上で欠かせないことである。しかしなが
ら，現状では自分が本当に言いたいことが相手
に伝わらず，何度も言い直しをしたり，伝える
ことをあきらめてしまったりする姿がある。友だち同士で会話をする場面が増えてきてい
ることから，伝わりやすい話し方を身に付けることは，生徒にとって今後の人間関係を円
滑に，かつ広げるために必要な力となると考える。また，自分の考えを相手に伝えるため
には，相手が聞き取りやすいように話をまとめたり，要求に合った内容に絞って話したり
する必要があり，これに気づくには，話す経験に加えて，相手の立場に立つために，聞く
経験が不可欠であると考えた。
教材としては，生徒全員に共通して興味のあることとして 「自分が小さかった頃の話や，
将来の話」を学習活動の一つに採用した。誰もが経験があり，かつ，本人しか知らない部
分の多い小さかった頃の話や，それぞれが別の道を歩んでいくであろう将来の話を取り上
，「 」， 「 」げることで 自分のことをみんなに知ってほしい また 友だちの発表を聞いてみたい
という思いを高めることができ，発表することや聞くことへの意欲づけにつなげることが
できると考えた。
以上のことから共通テーマ「自分の成長をたどろう」を設定した。
④共通テーマにおける目標の設定
本実践では「共通テーマにおける目標設定の手順 （ ）を踏まえ，共通テーマにおけ」 p.11
る目標を以下のように設定した（ 。p.34，図６）
まず，Ｎ君の学習履歴から「考えを伝え合うこと」に関係する，学習の積み上げやつな
がりの様子をつかんだ。
○ゆっくり，はっきりと発音することに関して，小学部の段階では鏡を見たり教師のま
ねをしたりする学習をとおして，正しい口形を身につける学習に取り組んでいる。
○話す内容を考えたり組み立てたりすることに関して，小学部では教師が決めた順序で
話したり書いたりする学習をしている。中学部では，自分で順序を組み立てる学習に
も取り組んでいる。
○丁寧な言葉を遣うことに関して，手紙を書いたり教師の質問に答えたりする活動をと
おして，相手の立場やに応じて丁寧な言葉遣いができるようになりつつある。
○友だちと一対一で話し合う場面では，自分の意見を伝えたり，相手の意見を聞いたり
する活動にも取り組んでいる。
自分が小さかった頃について話し合う
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次に，移行支援プランに示した「３年後の願う姿」から，Ｎ君が高等部に進学した姿を
想像し，必要な力を考えた 「バスを利用して一人で通学する」際には，通学途中に出会う。
人とやりとりをしたり，困ったことが起きた時に誰かに助けを求めたりするといった，人
とかかわる力が必要となる。学校生活で友だちと協力して作業に取り組んだり，友だちと
スポーツを楽しんだりするには，その場に応じて自分の考えや気持ちを相手に伝えたり，
反対に相手の考えや気持ちを受けとめたりすることができるようになる必要がある，とい
うように考えた。
さらに，個別の教育支援計画に示し
た半期の目標である「短期的な目標」
から，半年後のＮ君の姿を確認し，そ
のために必要な具体的な力について考
えた 「友だちの意見を受け入れて，活。
」 ，動に参加することができる ためには
「自分の考えを相手に話したり，相手
の考えを聞いたりする」力が必要であ
る。そして，半期で扱う４つの指導内
容のうち，今回，取り扱う指導内容は
「人や状況に合わせた話し方」である
ことから 「考えを話す」力について共，
通テーマにおける目標を設定するのが
ふさわしいと考えた。
次に 「人や状況に合わせた話し方」，
にかかるＮ君の実態（ ）をとらえp.31
た。人前で話すことが好きなＮ君であ
るが，早口になったり発音が不明瞭に
なったりして，考えが相手に伝わらな
いことある。また，考えがまとまらな
いまま延々と思いつくことを話し続け
てしまう，ということもＮ君の課題で
ある。Ｎ君のこれまでの育ち（ボトム
アップ）を踏まえて，これまでの学習
（ ）をさらに積み上げることにより，本共通テーマにおいては，自分の小さかった頃p.33
や将来について考えをまとめ，友だちの前ではっきりと話せるようになってほしいと考え
た。また，生活場面においても，自分の考えをまとめ，友だちの前ではっきりと話せるよ
うになってほしいと考えた。
このようにしてＮ君の共通テーマにおける目標を 「自分の成長について考えをまとめ，，
はっきりと話している」と設定した。
・発音 ・丁寧な言葉遣い
学習履歴
・文章の構成 ・相手の意見を聞くこと
３年後の願う姿 「バスを利用して一人で通学している」「 」
移行支援プラン 「友だちと協力して作業をしている」（ ）
H20/3/24作成 「友だちと野球やサッカーをして楽しん（ ）
でいる」
「友だちの意見を受け入れて，活動に参
短期的な目標
加することができる」
（個別の教育支
援計画）
・受け答えの仕方
・相手に手渡すこと
４つの指導内容
・話の聞き方
・人や状況に合わせた話し方
・早口になると発音が不明瞭になる
Ｎ君の実態
・考えがまとまらないまま話し続ける
共通テーマに 「自分の成長について考えをまとめ，
おける目標 はっきりと話している」
図６ Ｎ君の共通テーマにおける目標設定の手順
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⑤指導計画
本共通テーマは，三つの段階で展開していくことにした。Ⅰ段階では，学習活動に興味
を持ち，進んで自分の考えを発表する。Ⅱ段階では，Ⅰ段階で調べたことをもとに自分の
考えを自信を持って発表する。Ⅲ段階では，発表に向けた練習をしたり，実際にたくさん
の人の前で発表したりする経験をとおして達成感や満足感を味わう。このように三つの段
， 。階に分けて授業を行うことにより 生徒の学習に高まりを持たせることができると考えた
各段階のテーマと主な学習活動は以下のとおりである（ 。表10）
表10 「各段階のテーマと主な学習活動」
段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階
テーマ 「小さかった頃を紹介し 「これからの自分につい 「自分のことをみんなに
よう」 て考えよう」 発表しよう」
回 数 ３回 ３回 ３回
●小さかった頃の写真や ●大人になったらどのよ ●自分の成長した部分と
使っていた物を見て気 うなことがしたいかを これから努力したい部
づいたことをまとめ， まとめ，自分の考えを 分をまとめ，発表会の
自分の考えを発表す 発表する。 場で自分の考えを発表
る。 する。
⑥Ｎ君への支援の方法
Ｎ君への支援の方法については， （ ）の学習履歴を踏まえ，以下のように考え表９ p.32
た（ 。学習履歴から「考えをまとめ，はっきりと話すこと」について読み取った学習表11）
， 。活動や支援をもとに 小学部からの学習の積み上げを生かした授業を構想することとした
表11 「Ｎ君への支援の方法」
学習履歴 具体的な支援
○朝の会の進行をしたり出来事を発表し ○自分の言葉で話したい，という意欲を大切
たりするなど，友だちの前で話す学習 にし，伝わりにくい部分は教師が補う。
活動を多く設定している。
○相手が誰であるかを意識させることに ○聞く立場になる機会を作り，聞き手が心地
よって 「です 「ます」といった丁寧 よい話し方を体験できるようにしていく。， 」，
な話し方ができるように指導を繰り返
している。
○教師との言葉のやりとりをとおして， ○教師の質問に答える形で，考えをまとめら
経験したことを時系列でまとめる学習 れるワークシートを用意する。
に取り組んでいる。
「 」 ，○ゆっくり，はっきりと発音する学習に ○ 区切って言いましょうね というように
取り組んでいる。 ゆっくり，はっきり言うことを意識できる
ような言葉をかけたり，実際に教師と一緒
に発音したりする。
●主な学習活動
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（２）授業の実際
①Ｎ君の姿と授業改善について
Ⅱ段階 「これからの自分について考えよう （9月16日 Ⅱ段階３回中の１回目）」
授業の様子
（ 授業改善」ワークショップより）評価・検討 「
Ｎ君の共通テーマにおける目標
「自分の成長について考えをまとめ，はっきりと話している」
「『 』 ，Ｎ君の本時の目標 これからできるようになりたいこと について考えたことを
はっきりと話すことができる」
○授業中のＮ君の姿 ■考察 ★次時に向けた改善策等
○自分から手を挙げて，自分の考えを話している。
「 」 ， 。■ できるようになりたいこと という話題は Ｎ君の発表する意欲を高めている
★自分の意見を言いやすい雰囲気づくりをしていく。
○考えが友だちに伝わっていない。
■考えがまとまらないまま，言葉をつないで話してしまうのではないか。
★一問一答形式にして，話す内容が短くなるようにする。
○発音が不明瞭である。
■舌や顎の動きが滑らかでなく，明瞭に発音することは難しい。
★ゆっくり話すことを意識することを継続して指導する。
○聞き手の反応を気にしている。
■自分の考えが伝わっているか不安な気持ちがある。
★話し手の伝えたかったことと聞き手の心に残ったことが一致したことを，お互
いが確かめられるような工夫をする。
「これからどんなことができるようになり
たいですか」と教師が生徒に問いかけた。友
だちの前で話すことが好きなＮ君は，自分か
ら手を挙げ 「たぶん…，しごとがやりたい，
のですがしごとになりたいです」と早口で話
した。意味の伝わらないことを早口で話すＮ
君を見て，友だちは一様に「えっ」と驚いた
表情を見せた。その様子を見たＮ君は，少し
自信を失ったのか，教師の顔を見ながらもう
一度同じことを話した。教師の「ゆっくり」
という言葉を聞き，数回言い直した。教師が「Ｎ君は仕事をしたいと思っているので
すね」と補うことで，Ｎ君の考えを相手に伝えることができた。
教師を頼って話すＮ君（左）
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Ⅱ段階 「これからの自分について考えよう （9月28日 Ⅱ段階３回中の３回目）」
授業の様子
「 」 ）評価・検討 ( 授業改善 ワークショップより
Ｎ君の共通テーマにおける目標
「自分の成長について考えをまとめ，はっきりと話している」
Ｎ君の本時の目標 「将来やってみたい仕事について，はっきりと話すことが
できる」
聞き手の様子を意識しながら話すようにな
， 「 」ることをねらいに 授業に 聞き取りクイズ
を取り入れた。鉛筆を握り，ワークシートに
向かう友だちを前に，Ｎ君が発表用の台の上
に立った。教師が「Ｎ君のやってみたい仕事
は何ですか」と尋ねると「レジの，人です」
と文節で区切って答えた。続いて「どうして
その仕事をやってみたいのですか」と尋ねる
，「 」 。と 一生懸命をしたいからです と答えた
聞き取れなかった友だちが「もう一回言って」
と言うと，二回目はゆっくり大きな声で「一生懸命を，したい，からです」と区切っ
て答えた。Ｎ君の発音は決して明瞭ではなく言葉のつながりも正しくなかった。しか
し，Ｎ君が聞き手の様子を意識しながらゆっくりと話すことで，友だちはＮ君の考え
を聞き取ることができた。友だちのワークシートをのぞき込んだＮ君は，自分の考え
が友だち全員に伝わったのを確認すると，嬉しそうな表情を見せた。
○授業中のＮ君の姿 ■考察 ★次時に向けた改善策等
○一回目の発表は聞き取りにくかった。
■少し早口で発音が不明瞭であった。
■気持ちが乗らず，話し方が単調になった。
★ゆっくり言うための支援がさらに必要。
○聞き返されて，大きな声で言い直した。
■何を伝えればいいのか分かっていたた
め，自信を持って答えたのではないか。
■抑揚をつけた話し方は，聞いてほしい気
持ちの表れではないか。
★聞き手を意識できる発表場面が必要である。
★Ｎ君自身も聞き手の立場を経験すること
が必要である。
○一問一答形式にしても，話す言葉のつながりが正しくない。
■Ｎ君が文章を構成するには，支援者とのやりとりが必要である。
★Ｎ君の発した単語を使い，教師と一緒に文章にしていく。
聞き手を意識して話すＮ君
「授業改善」ワークショップ
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②共通テーマにおける目標の再設定と支援の見直し
Ⅰ，Ⅱ段階，計６回の授業をとおし
， 。て Ｎ君に次のような変容が見られた
学習活動の一つに 「聞き取りクイズ」，
を取り入れることにより，今までは聞
き手の様子を意識せずに話すことが多
かったＮ君が，聞き手の反応を気にす
る様子が見られた。そして，考えが伝
わらないことを不安に思ったり，反対
に聞き手に自分の考えが伝わったこと
に喜びを感じたりする姿が見られるよ
うになってきた。そこで 「授業改善」，
ワークショップの場で 「３年後の願う，
姿」を踏まえたＮ君の共通テーマにお
ける目標について，もう一度話し合っ
た 「相手に伝わるように話すこと」が。
できるようになることは，Ｎ君が高等
部卒業後に社会に出るために必要になることであり，自立や社会参加につなぐ（トップダ
ウン）ことになると言える。聞き手を意識できるようになったことを生かし 「はっきり話，
す」ことに加え 「相手に伝える」力を身に付けてほしいと願い，Ｎ君の共通テーマにおけ，
る目標を「自分の成長について考えをまとめ，相手に伝わるように話している」と再設定
した（ 。そして，Ｎ君が「相手に伝わるように話す」ための課題を整理し，具体的な図７）
支援について以下のように見直すこととした（ 。表12）
表12 「共通テーマにおける目標再設定後のＮ君への支援」
具体的な支援
「相手に伝わるように話す」ための
Ｎ君の課題
○明瞭に発音することが難しく，伝わ ○区切りながらゆっくり話せるようなせりふカ
りにくい部分は教師が発言を補う必 ードを工夫し，自分の言葉で伝えられるよう
要がある。 にする（ 。p.39，せりふカード）
○文字，絵や写真などを活用し，伝えたいこと
（ ）。を視覚的に補うようにする p.39 環境設定，
○伝えたい思いはあるが，相手に伝わ ○「やってみたい仕事は□□です 「なぜかと」，
るように正しく文章を構成すること 言うと△△だからです 「そのために今，◇」，
が難しい。 ◇をがんばります」のように型の決まった文
の空欄に言葉を当てはめて考えをまとめられ
るようにする。
○考えを伝えたいという気持ちが高ま ○伝えたい気持ちを高められるように，Ｎ君が
らないと，話し方が単調になってし 伝えたい思う相手を会場に招待し，観客席の
まう。 前列に座席を用意する。
Ｎ君の共通テーマに 「自分の成長について考えをまとめ，
おける目標 はっきりと話している」
聞き手を意識できるようになったＮ君の変容
「バスを利用して一人で通学している」
「３年後の願う姿」
「友だちと協力して作業をしている」
（移行支援プラン）
「友だちと野球やサッカーをして楽
（H20/3/24作成）
しんでいる」
自分の成長について考えをまとめ，
再設定した 「
相手に伝わるように話している」
Ｎ君の共通テーマに
おける目標
図７ Ｎ君の共通テーマにおける目標再設定の手順
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③その後の授業とＮ君の姿
Ⅲ段階 「自分のことをみんなに発表しよう （10月7日 Ⅲ段階３回中の３回目）」
授業の様子
Ｎ君 共通テーマにおける目標の
「自分の成長について考えをまとめ，相手に伝わるように話している」
Ｎ君 本時の目標の
「将来やってみたい仕事について，相手に伝わるように話すことができる」
学習のまとめの発表会当日を迎えた。観覧
席には，発表を聞いてほしいと思って招いた
中学部の友だちや教師が座っている。３枚の
短冊形の紙を束ねたせりふカードを持ち，Ｎ
君は発表用の台の上に立った。そして，１枚
目のせりふカードに書かれた「ぼくのやって
みたい仕事は，レジの人です」という文を読
。 ， 「 」んだ 初めて聞く人には Ｎ君の レジの人
の発音が聞き取りづらく，聞き手は「げきの
ひと 「げんきのひと」と聞き返した。Ｎ君は，」，
， ，「 ， 」何度か言い直した後 最後に短冊形のせりふカードを示しながら レジの 人です
と聞き手に訴えかけるように話した。すると聞き手から 「ああ」という，Ｎ君の言，
いたいことが分かった喜びの声と，Ｎ君の一生懸命な姿を称える歓声が起こった。Ｎ
君も「やっと伝わった」とホッとした表情を見せた。２枚目，３枚目のせりふカード
に書いてある「お金を受け取ってみたいです 「そのために，ぼくは今，元気にあい」，
さつを頑張りたいです」を聞き手の反応を確かめながら，文節で区切って読んだ。今
度は一度で言いたいことが伝わった。発表が終わった瞬間，Ｎ君の発表に真剣に耳を
， 。 ，傾けていた聞き手から 再びＮ君を称える大きな拍手と歓声が沸き起こった Ｎ君は
歓声に応えるように二度，三度頭を下げ 「うれしい」と言いながら席に戻った。Ｎ，
君は「相手に伝わるように話すこと」ができる喜びを実感することができた。
せりふカードを示しながら話すＮ君
せりふカード 環境設定
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（３）まとめ
今回の実践では，まずは，Ｎ君のこれまでの育ち（ボトムアップ）を踏まえ，Ｎ君の共
通テーマにおける目標を「はっきり話すこと」と設定した。数回の授業をとおして，Ｎ君
が，話すときに聞き手を意識できるようになったことを機に，Ｎ君を自立や社会参加につ
なぐこと（トップダウン）ができると考え，共通テーマにおける目標を「相手に伝わるよ
うに話すこと」へと再設定した。
共通テーマにおける目標を再設定したことで 支援の見直しが必要となった Ｎ君が 相， 。 「
手に伝わるように話す」ための課題として，はっきりと発音することがある。これまで，
Ｎ君は，はっきり発音することを目指し，教師の口形をまねしたり教師と一緒に発音した
りする学習をしてきた。しかし，Ｎ君が高等部卒業までに正しい発音を完全に身につける
ことは難しい。そこで，Ｎ君が落ち着いてゆっくり話すための支援具や，Ｎ君が伝えよう
としていることを視覚的に補う環境設定をすることで，はっきりとした発音を補完するこ
とができないかと考えた。また，Ｎ君の力だけでは，相手に伝わるように考えをまとめる
ことは難しかった。ここでも，ワークシートを工夫したり，支援者の力を借りたりするこ
とにより，分かりやすく考えをまとめられるように支援を工夫した。
このように共通テーマにおける目標に合わせて支援の方法を工夫することで，Ｎ君は友
だちや教師を前にした発表の場で「相手に伝わるように話すこと」ができ，大きな満足感
を得ることができた。また，Ｎ君は自立や社会参加に必要な力の一つを身に付けることが
できたと言えるかもしれない。
今回行った共通テーマにおける目標設定の手順をまとめると， のとおりである。表13
表13 「共通テーマにおける目標設定の手順」
①学習履歴のこれまでの学習の積み上げやつながりと，移行支援プランの「３年
後の願う姿」を見る。
②子どものこれまでの育ち（ボトムアップ）を踏まえた目標設定をするか，子ど
もを自立や社会参加につなぐこと（トップダウン）を優先した目標設定をする
かを考える。判断が難しいときは，まずは子どもの育ちを踏まえた目標設定を
する。
③「 授業改善』ワークショップ」を行い，複数の教師で生徒の姿や支援について『
。 ，話し合う 生徒の必要感の変化から子どもの育ちを重視した目標を継続するか
自立や社会参加につなぐことを優先した目標に変えていくかを判断する。
④必要ならば目標を再設定し，それに応じて支援を見直す。
今回の実践では，全９回計画中の６時間目を終えた時点の「授業改善」ワークショップ
において，子どもを自立や社会参加につなぐこと（トップダウン）を優先した目標に変え
ていく判断をした。生徒の実態や生活年齢，学部の方針など，慎重に協議を重ねたためで
。 ， ， 。ある 今後は さらに早い時期に適切な判断をして その後の学習を充実させていきたい
また，保護者との連携を一層充実させ，目標設定や具体的な支援の方法に生かしていくこ
とで，よりよい指導につなげていくことができると考えている。
（文責：石井）
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３ 将来の自立や社会参加につながる授業づくりと授業改善
共通テーマ「お客さんの心をつかもう （高等部）を例に」
高等部では 「働くことを観点とした個別カリキュラム実施上の配慮 （ ）を， 」 p.15，表２
生かした，自立や社会参加につながる授業とその授業改善について，共通テーマ「お客さ
んの心をつかもう （指導期間：9月7日～10月6日，全17回）の実践をとおして明らかにし」
たことを紹介する。
（１）共通テーマの設定
①共通テーマ「お客さんの心をつかもう」について
高等部では 「働くことを観点とした個別カリキュラム実施上の配慮」を反映しやすい共，
通テーマを設定することにした。それにあたって 「実際的な作業場面においては，一人で，
行うこと，仲間と一緒に行うことの両方を大切にする」ことと 「職場でのコミュニケーシ，
ョンや集団行動につながるように，話すことや聞くこと，自分の思いを表現することを大
切にする」ことに着目して，どのような学習活動が必要かを考えた。
本共通テーマにおいては，製品を作る技術を高めることに加え，自分の仕事を最後まで
やり遂げる達成感や，みんなで力を合わせて製品を作っているという連帯感を味わうよう
な活動も取り入れていきたいと考えた。このような活動を取り入れることで，本学習集団
の生徒は製品を作る喜びを一層感じるようになり，将来においても，職場で働く喜びを感
じながら仕事をすることができるのではないかと考えた。
そこで， にまとめた活動も取り入れることができ，本学習集団の生徒に馴染みがあ表14
る作業として，キャンドル製品作りを採用することとした。
②指導計画
共通テーマは， （ ）のような３つの段階で展開していくこととした。各段階に表15 p.42
おいて，生徒がアイデアを出し合って，製品の開発や改善を行う。また，生徒が協力して
製品を製作し，販売を行う。そして，お客さんの評価を改善に生かし，さらにお客さんに
喜ばれる質の高い製品を作ることができようにしていく。
表14 「働くことを意識した学習活動」
構想した学習活動
働くことを観点とした
個別カリキュラム実施上の配慮
○実際的な作業場面においては，一人で ○複数の工程で製品を作る。
行うこと，仲間と一緒に行うことの両 ○製品を量産する。
方を大切にする。
○職場でのコミュニケーションや集団行 ○製品を改善するための取材をする。
動につながるように，話すことや聞く ○製品の開発をするために話し合う。
こと，自分の思いを表現することを大 ○製品を販売する。
切にする。
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研究対象生徒Ａ君について③
今回の実践では，高等部７名（１年生４名，２年生１名，３年生２名）の生徒を学習集
団として編成した。７名の生徒のうち，他者とのかかわり方に関する教育的ニーズをもっ
ている１年生Ａ君を研究対象生徒とした。今回の実践で取り扱うＡ君の指導内容は 「相手，
に応対すること」である。Ａ君は，相手からの質問に対して答え方が分からないときは，
堅く口を閉ざしてうつむくことがある。また，同じ内容の話題を繰り返して話すことがあ
る。したがって，Ａ君の将来を見据えて，職場でのコミュニケーションや集団行動を円滑
に行っていくためには，Ａ君が相手に質問をするだけではなく，相手の話をよく聞いてそ
れに答えたり，相手を見て自分の気持ちを伝えたりする力を身に付けていかなければなら
ない。このようなことから，Ａ君の取り扱う指導内容を「相手に応対すること」とし，そ
れにかかる学習履歴を （ ）のように整理した。表16 p.43
表15 「各段階のテーマと主な学習活動」
段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階
テーマ 「新製品を作ろう」 「製品を改善しよう」 「販売をしよう」
回 数 ４回 ９回 ４回
●これまでのキャンドル ●アンケートやインタビ ●製品を量産する。
製品の特徴を調べる。 ューの結果から，試作 ●製品を販売し，お客さ
● ●新製品のアイデアを出 品の改善点を見つけ んの要望を知る。
主 し，紙粘土でキャンド る。 ●お客さんの要望を反映
な ルの模型を作る。 ●改善点を反映させて， させて，製品を改善す
学 ●アンケートやインタビ 試作品を作り直す。 る。
習 ューから新製品の印象 ●試作品の色や形を再現 ●製品を販売する。
活 を聞く。 して，製品を作る。 ●試作品づくりから，製
動 ●製品についてインタビ 作，販売までの活動を
ューをする。 振り返って，反省会を
●インタビューの調査を 開く。
反映させて，製品を改
善する。
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の学習履歴から，Ａ君はキャンドルスタンドやステープラー針の箱詰め，織物など表16
の製品作りを中心にした学習活動において，指導内容「相手に応対すること」についての
学習経験を積み重ねてきたことが分かる。また，授業の様子から，伝えたい相手に近づく
こと，定型文で相手に報告すること，買い物リストや実物を指差して，分からないことを
自分なりの言葉で尋ねるなどの姿が見られたことが分かる。
表16 「 相手に応対すること』にかかるＡ君の学習履歴」『
共通テーマ
(実施の年度/前後期/指導期間) 授業の様子
○学習活動の概要
「織物」 ・織機の使い方が分からずに困った時，指
（H22/前/③） 差しながら「このやり方を教えてくださ
○織機を操作して，織物製品を作る。 い 」と友だちに尋ねて解決していた。。
「調理をしよう」 ・買い物リストの食材の写真を指差しなが
（H22/前/②） ら，教師に陳列場所を尋ねていた。
○買い物して食材を集め，調理をする。
「第２回就業体験」 ・助詞をはっきり発音して，作業の区切り
（H21/後/③） の報告をしていた。
○ステープラー針の箱詰めをする。
「調べて出かけよう」 ・２語文から３語文で１日の感想を発表し
（H21/前/②） ていた。
○目的地までの行き方を調べる。
「キャンドルスタンドの製作」 ・部品の取付け方が分からずに困った時，
（H20/前/④） 「これは何ですか」と友だちに尋ねて解
○スタンドの受け皿を作る。 決していた。
「朝の活動」 ・話をする時に，相手を見たり相手に近づ
（H19/前/④,⑤） いたりしていた。
○朝の会の司会をする。
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（２）授業の実際
①Ａ君への支援の方法
Ａ君の自立や社会参加に必要な力を身に付けるための具体的な支援を， のように考表17
えて，授業実践することとした。
表17 Ａ君への支援の方法
主な学習活動 具体的な支援
，○製品を量産する。 ◎資材のロウを溶かす流れが分かるように
工程表を写真を使って示す。
○工程表を見て，ロウを溶かす。 ◎赤枠で囲いをして工程が目立つようにす
る。
○水分を入れないようにロウを溶かす ◎ロウを溶かすための菜箸の動かし方を示。
す。
○販売活動で，製品を陳列する。 ◎メモを見ながら必要な数の製品を陳列で
きるようにする。
○インタビューをする。 ◎メモを見て話すようにする。
○試作品作りで頑張ったところを伝え
る。
○試作品の改善点を示す。 ◎試作品の気になる箇所に目印を付けるよ
うにする。
○資材のロウの受け渡しや受け取りを ◎「お願いします 「ここに置きます」など」
する。 の言葉を掛け合うように手本を示す。
○教師や友だちに困ったことを話す。 ◎Ａ君が恥ずかしがっていてもせかさずに
待つ。
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②Ａ君の姿と授業改善について
Ⅱ段階 「製品を改善しよう」 (9月22日 Ⅱ段階９回中の１回目）
授業の様子
試作品の改善点を話し合う活動をした。
教師は，Ａ君に「お客さんは，試作品のど
こがよかったと言っていましたか」と尋ね
た。するとＡ君は，自分が作った試作品や
友だちの試作品を手に取って，首をかしげ
ながらじっくり見ていたが，試作品のよさ
や改善点を見つけて指摘することはできな
かった。
評価・検討
試作品を見て，首をかしげながら気になる箇所を見つけようとしている姿があっ
た。何かを伝えたい気持ちはあるが，言葉にすることが難しいのだととらえた。
また，友だちの顔を見て，友だちからの指摘を聞き直す姿があった。聞き直すこ
とで 「ここがよくないのですか」という気持ちを伝えているのだととらえた。，
次時の改善方法
お客さんから評価をもらった時のことを思い出して，お客さんの言葉が改善点
， 。を示していることに気づけるように その場面を撮影した映像を見るようにする
友だち同士で試作品を見合うことができる学習環境を整えて，友だちの試作品
についても，友だちに自分の考えや気持ちを伝えられるようにする。
Ａ君の本時の目標 「相手を見て，自分の考えを言葉で伝えることができる」
製品をじっくり見るＡ君
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Ⅱ段階 「製品を改善しよう」 (9月24日 Ⅱ段階９回中の２回目）
授業の様子
Ａ君はお客さんから評価をもらっている時の映像を見て 「 きれいだね』って言，『
ってる 「 あざやか」だって」といったお客さんの言葉を，映像から拾い出すこ」，『
。 ， ， 「 」とができた そして 自分で作った試作品を手に取って 友だちに これはきれい
と話したり「よごれてる」と言って，友だちに試作品の改善点を話したりする姿が
見られるようになった。
また，Ａ君はお客さんの評価から，自分が試作品作りをしたことへの充実感とお
客さんから褒められたことへの満足感を味わい，次の試作品を作ることに意欲を見
せていた。
評価
その後，Ａ君は新しいキャンドル製品を開発することになり，いろいろなキャン
ドルの形のアイデアを友だちと出し合うことになった。キャンドル製品を買ってく
れるお客さんを大学生と想定して，かわいいフルーツのキャンドルを開発しようと
いう場面で，Ａ君は何の手がかりもなしに 「マンゴー 「パパイヤ 「ブドウ」， 」， 」，
などと，自分が知っているフルーツをいくつも発表した。
このＡ君の発言を聞いた友だちは 「おーっ 「すごい」と歓声を上げていた。， 」，
Ａ君は，相手を見ながら，自分の気持ちを伝えることに自信を持ち始めてきたよう
である。
Ａ君の本時の目標 「試作品の改善点を友だちに伝えることができる」
映像を注視するＡ君 改善点を指摘するＡ君
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Ⅱ段階 「製品を改善しよう」 (9月28日 Ⅱ段階９回中の９回目）
授業の様子
Ａ君は，たくさんの製品を作るために，
。資材のロウを溶かす仕事に取り組んでいた
，Ａ君は黙々と資材のロウを溶かしていたが
溶かすときに使っている菜箸の動かし方が
雑で，湯煎の湯の中にロウがこぼれ落ちて
しまった。
すると 「ロウがこぼれてしまいました」，
と教師に報告した後 「どうしますか（ど，
うしたらいいですか 」と，困っているこ）
とを教師に伝えてきた。
評価・検討
Ａ君は，資材のロウを溶かすことを楽しみにしていた。しかし，早くロウを溶か
したくなってしまったため，必要以上に菜箸を激しくに動かしてしまったようだっ
た。何度か同じような失敗をしていたため，菜箸の動かし方について手本や指示書
を見ることで丁寧に動かせるようにする必要がある。
次時の改善方法
菜箸を一定方向に動かさず，前後左右に激しくに動かしてしまっていたためにロ
ウが飛び散ってしまっていた。資材のロウを溶かしている鍋の縁に沿って，菜箸で
円を描くようにゆっくり動かす手本を見せた。
また，教師がいなくても鍋の縁をたどって菜箸を動かせるように，縁に赤色の目
印を付けて，目印に沿って菜箸を動かせるようにした。
ロウを溶かすＡ君
Ａ君の本時の目標 「資材のロウを丁寧に溶かすことができる」
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Ⅲ段階 「販売をしよう」 (9月29日 Ⅲ段階４回中の１回目）
授業の様子
， ，「（ ） 」Ａ君は 教師の菜箸の動かし方を見ながら ロウが 水に入ったらだめですか
と教師に確認するように聞いてきた。そして 「次はやります」と伝えてきたので，，
一人でも丁寧にロウをかき混ぜられるように，鍋の縁に赤い目印を付けると，それ
に沿って菜箸を回すことができた。
また，ロウが混ざってしまった湯煎のお湯を見て 「ロウを取ります」と教師に，
伝えてきた。すると，ロウをすくう濾し器を手に取り，湯煎のお湯の中のロウがな
くなるまで，きれいにロウを取り去っていた。
評価
その後，Ａ君は湯煎のお湯の中にロウをこぼしてしまうことは少なくなった。ま
た，まれにロウをこぼしてしまうことがあっても，濾し器を使って自分できれいに
することができた。
このこと以外に，Ａ君の成長を感じる場面があった。Ａ君が，湯煎のお湯の中に
ロウをこぼしてしまうと，Ａ君の隣でロウを溶かす工程を担当していた友だちに，
「見てて」といって，濾し器でロウをすくってきれいにし 「どうぞ」と濾し器を，
手渡す場面があった。
ロウを溶かすＡ君
ロウをすくう手本を友だちに見せるＡ君
Ａ君の本時の目標 「資材のロウを丁寧に溶かすことができる」
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３）まとめ（
今回の授業実践では，共通テーマ「お客さんの心をつかもう」を設定する上で 「働くこ，
とを観点とした個別カリキュラム実施上の配慮」がよりよく反映できるように学習活動を
構想した。そして，授業を進める中で 「職場でのコミュニケーションや集団行動につなが，
るように，話すことや聞くこと，自分の思いを表現することを大切にする」ことから，教
師は，Ａ君に対して友だちと話し合う場面を多く設定するようにした。こうすることで，
Ａ君は友だちの話をよく聞いてそれに答えたり，自分の気持ちや考えを進んで言えるよう
になってきた。また 「実際的な作業場面においては，一人で行うこと，仲間と一緒に行う，
ことの両方を大切にする」ことから，教師は，Ａ君に対してＡ君が好きな作業工程を担当
したり，友だちと同じ作業工程を担当したりするような活動の場を設定するようにした。
こうすることで，Ａ君は，自分の担当の仕事を熱心に取り組むとともに，同じ作業工程を
担当した友だちには，仕事の手順を教えるようになってきた。
このように，Ａ君が友だちの話をよく聞いてそれに答えたり，自分の気持ちや考えを進
んで言えるようになってきたことは，Ａ君の将来の就労を考えたとき，職場の人との円滑
なコミュニケーションにつながると考えられる。また，同じ工程を担当した友だちに仕事
の手順を教えられるようになってきたことは，実際の作業場面において仲間と一緒に仕事
をすることをだいじに思うことにつながると考えられる。
したがって 「働くことを観点とした個別カリキュラム実施上の配慮」を授業の中で生か，
すことで，将来の就労につながる授業を充実することができることを確かめることができ
た。
また，今後も卒業生現状調査のように卒業生の生活を鑑みながら，その情報をさまざま
な観点からとらえて分析することで，働くこと以外の観点における個別カリキュラム実施
上の配慮を明らかにし，幅広く自立や社会参加につながる力を身に付けた生徒の育成につ
なげていきたい。
（文責：小須田）
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Ⅷ 研究のまとめ
本校では，自立や社会参加につながる授業の在り方を明らかにするために，授業実践を
見つめ直し，授業とその基盤となるカリキュラムシステムを改善していくことに取り組み
始めた。３年計画の１年次である今年度は，本研究における授業づくりの基本的な考え方
を見出すために，小中高の各部で実践を進めてきた。
その結果，自立や社会参加につながる授業を実施する上では，授業づくりの基本的な考
え方として，次のようなことを大切にする必要があることが分かってきた。
， ，○学習履歴から見出した学習の積み上げやつながりに基づいて 指導内容を取り扱い
学習活動を設定すること
教師は，学習履歴から見出した積み上げやつながりに基づくことで，子ども一人
一人に応じて指導内容を取り扱い，より適した学習活動を設定することができそう
である。その際，学習履歴から指導内容の系統や指導の順序，子どもの獲得状況を
見出し，子どもの現在の姿と併せて検討することが大切であることが分かった。
○学習履歴と移行支援プランの「３年後の願う姿」を踏まえて，共通テーマにおける
目標を設定すること
教師は，学習履歴と移行支援プランの「３年後の願う姿」を踏まえることで，子
ども一人一人に応じた共通テーマにおける目標を設定し，子どもが自ら考える支援
の方法を構想することができそうである。その際，子どものこれまでの育ちを踏ま
， ，えることと 子どもを自立や社会参加につなぐこととでどのように調和を図るかは
子どもの必要感の高まりに応じることが大切であることが分かった。
○高等部においては，自立や社会参加に必要な力を確かに身に付けることができるよ
うに共通テーマを設定すること
自立や社会参加につながるように共通テーマを設定することで，子どもは自立や
社会参加に必要な力を確かに身に付けることができそうである。その際，学習履歴
を踏まえることで，どのような力を身に付ける必要があるかを詳細に見出すことが
大切であることが分かった。
今年度の研究の成果は，学習履歴を活用することで 「指導と評価の一体化」の考え方を，
授業実践の中に具体化したことととらえている。
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しかし，学習履歴を活用するための実務を振り返ると，通知票（個別の教育支援計画）
や学習記録（個別の指導計画）は年度ごとにファイルが異なり，同じ年度のファイルでも
記録を分類して保存しているため，複数年度の学習履歴を踏まえようとすることは，長時
間を要する煩雑な作業であった。
このことを受けて，今後は，ネットワークハードディスクドライブ上の一つのファイル
に，授業ごとに評価を入力していくようにしていきたい。評価を蓄積して一覧化すること
で，教師は，パソコン上での検索や分類が容易になり，授業を組み立てる上で必要なこれ
までの学習の積み上げやつながりといった情報を，短時間で集められるようになる。さら
に，入力した評価は，ソフトウエアのリンク機能によって，記述をそのまま学習記録や通
知票として活用することができるため，事務の軽減にもつながると考える（ 。図８）
このようにして蓄積した学習履歴一覧は，子どもの学習のポートフォリオであり，教師
の支援の方法に関するカルテとなる。子どもの進級や進学に伴って，担任や学部が替わっ
ても，学習履歴は確実に引き継がれるようになる。有効だった支援の方法に着目すれば，
就労移行の際，事業所へ引き継ぐ資料としての活用も期待できる。
２年次からは，１年次に見出した本研究における授業づくりの基本的な考え方が，本校
の教育内容の分類のどれにでもあてはまるかを授業実践をとおして検証していく。その中
で，授業づくりの基本的な考え方をより具体的で確かなものへと更新していきたいと考え
ている。
（文責：瀧沢，長谷川，島田，石井，小須田）
図８ 自立や社会参加につながる授業における学習履歴の活用
構想改善
実施評価
一単位時間の「構想－実施－評価－改善」
（「授業改善」ワークショップ）
学習記録
通 知 票
〈授業ごと〉
〈半年ごと〉
活用
活用
学習履歴一覧
活用
活用
順次，評価を入力し，更新する
個別の指導計画
個別の教育支援計画
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巻 末 資 料
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心・体
第１ 目 標
心身の健康を実現するために必要な知識，技能を養い，
明るく豊かな生活を営もうとする主体的な態度を育てる。
※ 7,550の指導項目の中から，体づくり，動きづくり，健康の保持などに関
する428の指導項目を，心・体の袋に入れた。次に，同じ言葉や似ている
， 。 ，言葉を集めて新しい言葉で表すなどし 28の指導内容にまとめた そして
これら28の指導内容を，心身の健康に関する指導内容としてとらえ，心・
体の目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「つかう 「たもつ 「あわせる」の３つから構成した。， 」 」
１ つかう
(1) 運動に必要な体の動きに関すること
(2) 体の力の入れ方に関すること
※ 「１ つかう」には，身体の使い方を身に付けるために13の指導内容があ
る 「(1) 運動に必要な体の動きに関すること」には，捕ること，投げる。
こと，打つこと，蹴ること，呼吸の仕方，跳ぶこと，用具を使った動きの
７つがある 「(2) 体の力の入れ方に関すること」には，手指の巧緻性，。
早い動き，ゆっくりとした動き，姿勢の保持，力強い動き，曲げ伸ばしの
６つがある。
２ たもつ
(1) 安全に関すること
(2) 健康の保持増進に関すること
※ 「２ たもつ」には，健康の保持増進・改善を図るために７の指導内容が
ある 「(1) 安全に関すること」には，けがの防止と処置，見るポイント。
。「 」 ， ，の２つがある (2) 健康の保持増進に関すること には 食事のとり方
睡眠のとり方，病気の予防，清潔，男女の違いの５つがある。
３ あわせる
(1) 動きの調整に関すること
(2) 集団の中での約束に関すること
※ 「３ あわせる」には，周囲の状況をとらえて行動するために８の指導内
容がある 「(1) 動きの調整に関すること」には，左右交互の動き，ペー。
ス配分の仕方，リズムのとり方，協応動作，動作模倣の５つがある 「(2)。
」 ， ， ，集団の中での約束に関すること には 順番を守ること 集団のきまり
勝敗の決め方の３つがある。
教育内容「心・体」の定義
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言語・コミュニケーション
第１ 目 標
相手とやりとりするために必要な知識，技能を養い，明
るく豊かな生活を営もうとする主体的な態度を育てる。
※ 7,550の指導項目の中から，ことば（サインやシンボルなどを含む）の意
味理解，意思の表出，言葉の使い方などに関する551の指導項目を，言語
・コミュニケーションの袋に入れた。次に，同じ言葉や似ている言葉を集
めて新しい言葉で表すなどし，28の指導内容にまとめた。そして，これら
28の指導内容を，ことば（サインやシンボルなどを含む）を介して相手と
やりとりすることに関する指導内容としてとらえ，言語・コミュニケーシ
ョンの目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「うけとる 「あらわす 「かかわる」の３つから構成した。， 」 」
１ うけとる
(1) 意味の理解に関すること
※ 「１ うけとる」には，伝達行為に必要な記号の意味を理解するために９
。「 」 ， ，の指導内容がある (1) 意味の理解に関すること に シンボルの意味
サインの意味，平仮名，片仮名，単語，音節文字，漢字，物の名称，こと
ばの調べ方の９つがある。
２ あらわす
(1) 意思の表出に関すること
(2) 文章の構成に関すること
※ 「２ あらわす」には，自分の思いと考えを正確に伝えるために11の指導
内容がある 「(1) 意思の表出に関すること」には，拒否の仕方，同意の。
仕方，肯定の仕方，発音，感情表現の仕方，身振りの６つがある 「(2)。
文章の構成に関すること」には，ことばの使い方，名詞，動詞，形容詞，
助詞の５つがある。
３ かかわる
(1) 相互のつながり方に関すること
※ 「３ あわせる」には，自分から発信して相互の関係を生み出すために８
の指導内容がある 「(1) 相互のつながり方に関すること」に，呼びかけ。
の仕方，依頼の仕方，場面に応じたかかわり方，触れ方，あいさつのこと
ば，敬語，丁寧語，質問の答え方の８つがある。
教育内容「言語・コミュニケーション」の定義
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数量・図形
第１ 目 標
身の回りの事象を，数や量，形からとらえるために必要
な生活を営もうとする主な知識，技能を養い，明るく豊か
体的な態度を育てる。
※ 7,550の指導項目の中から，比較，計数，測量などに関する402の指導項目を，数
量・図形の袋に入れた。次に，同じ言葉や似ている言葉を集めて新しい言葉で表す
などし，48の指導内容にまとめた。そして，これら48の指導内容を，身の回りの事
象を，数や量，形から見たり考えたりすることに関する指導内容としてとらえ，数
量・図形の目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「みつける 「つたえる 「つくる」の３つから構成した。， 」 」
１ みつける
(1) 未測量の意識に関すること
(2) 比較の感覚に関すること
(3) 測定の考え方に関すること
※ 「１ みつける」には，違いを判断して分けるために13の指導内容がある 「(1)。
未測量の意識に関すること」には，大きい小さい，多い少ない，長い短い，高い低
い，重い軽い，広い狭いの６つがある 「(2) 比較の感覚に関すること」には，直。
観的に分けること 相対的に比べること ２量の区別 中くらいの３つがある (3)， （ ）， 。「
測定の考え方に関すること」には，長さを測ること，量を測ること，目盛りを読
むこと，大きさの単位（長さ，重さ）の４つがある。
２ つたえる
(1) 数の感覚に関すること
(2) 時の見方，とらえ方に関すること
(3) 金銭処理の考え方に関すること
※ 「２ つたえる」には，事象や出来事を数字や文字などの記号で表すために15の
指導内容がある 「(1) 数の感覚に関すること」には，１対１に対応させること，。
ものと数字との対応，数唱，数の大小，数えること，順番，合成・分解，合併・増
加，求差・減少の９つがある 「(2) 時の見方，とらえ方に関すること」には，時。
刻を読むこと，時間の計算，暦の３つがある 「(3) 金銭処理の考え方に関するこ。
と」には，大きなお金を出すこと，ちょうどのお金を出すこと，きりのいいお金を
出すことの３つがある。
３ つくる
(1) 属性・観点の抽出に関すること
(2) 図形の感覚に関すること
(3) 置き換える考え方に関すること
※ 「３ つくる」には，基準を定めて操作するために20の指導内容がある 「(1) 属。
性・観点の抽出に関すること」には，○・△・□，形で弁別すること，色で弁別す
， ， ， ， ， （ ），ること 大きさで弁別すること 色 形 大きさによる分類 なかまづくり 集合
同じ形を見つけること，特徴を見つけること，特徴を見分けることの９つがある。
「(2) 図形の感覚に関すること」には，点と点をつなぐこと，上下，左右，位置の
表し方，平面上での位置関係，面と面を重ねること，角に合わせること，角と角を
重ねること，まっすぐに切ることの８つがある 「(3) 置き換える考え方に関する。
こと」には，記号で表すこと，グラフの書き方，表の見方の３つがある。
教育内容「数量・図形」の定義
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あそぶ
第１ 目 標
社会の中で楽しもうとする実践的な態度や知識，技能を
養い，よりよく生活するための能力を培う。
※ 7,550の指導項目の中から，創作に関すること，旅行に関することなど，1,116の
指導項目を，あそぶの袋に入れた。次に，同じ言葉や似ている言葉を集めて新しい
言葉で表すなどし，50の指導内容にまとめた。そして，これら50の指導内容を，好
きなことや得意なことを見いだしたり，選んだりし，思いきり楽しむことに関する
指導内容としてとらえ，あそぶの目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「表現 「仲間との活動 「行楽」の３つから構成した。， 」 」
１ 表現
(1) 体を使った表し方に関すること
(2) 演奏に関すること
(3) 造形活動に関すること
※ 「１ 表現」には，自分が感じたり考えたりしたことを形にするために16の指導
内容がある 「(1) 体を使った表し方に関すること」には，息の吐き方，運動器具。
の使い方，運動器具の持ち方，下肢の動かし方，感情表現の仕方，競争すること，
手足の動かし方，用具の使い方の８つがある 「(2) 演奏に関すること」には，絵。
譜の読み方，演奏の仕方，数の使い方，発表の仕方の４つがある 「(3) 造形活動。
に関すること」には，画材の使い方，重ね方，道具の扱い方，指の使い方の４つが
ある。
２ 仲間との活動
(1) 話しかけ方に関すること
(2) 物の共有の仕方に関すること
※ 「２ 仲間との活動」には，同じ楽しみを持つ人とかかわるために14の指導内容
がある 「(1) 話しかけ方に関すること」には，あいさつの仕方，相手に応じた話。
し方，受け答えの仕方，お礼の伝え方，拒否の伝え方，誘い方，質問の仕方，話し
の聞き方，返事の仕方，報告の仕方，連絡の仕方の11がある 「(2) 物の共有の仕。
方に関すること」には，相手に手渡すこと，片付け方，道具の受け渡し方の３つが
ある。
３ 行楽
(1) 予定の立て方に関すること
(2) 計画の実行に関すること
「 」 ， 。※ ３ 行楽 には 非日常の場で楽しい時間を過ごすために20の指導内容がある
「 」 ， ， ， ，(1) 予定の立て方に関すること には 企画の仕方 組み立て方 計画の立て方
計算の仕方，検索の仕方，工程表の使い方，準備の仕方，図の見方の８つがある。
「(2) 計画の実行に関すること」には，洗い方，移動の仕方，機器の使い方，記録
の仕方，撮影の仕方，順番に並ぶこと，整理の仕方，調理器具の使い方，手順に沿
うこと，荷物の運び方，はかり方，予定表の使い方の12がある。
教育内容「あそぶ」の定義
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くらす
第１ 目 標
社会の中で暮らそうとする実践的な態度や知識，技能を
養い，よりよく生活するための能力を培う。
※ 7,550の指導項目の中から，自分自身の生活に関すること，人とのかかわ
りに関することなど，1,110の指導項目を，くらすの袋に入れた。次に，
同じ言葉や似ている言葉を集めて新しい言葉で表すなどし，33の指導内容
にまとめた。そして，これら33の指導内容を，社会の中で生活することに
関する指導内容としてとらえ，くらすの目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「衣食住 「他者とのかかわり 「地域での生活」の３つから構， 」 」
成した。
１ 衣食住
(1) 身辺処理に関すること
(2) 生活に必要な道具の使い方に関すること
※ 「１ 衣食住」には，自分からライフスタイルを作り上げるために13の指
。「 」 ， ， ，導内容がある (1) 身辺処理に関すること には 握り方 整理・整頓
着脱衣，体調の記録，身だしなみの整え方の５つがある 「(2) 生活に必。
要な道具の使い方に関すること」には，道具の使い方，食具の使い方，電
化製品の使い方，刃物の使い方，火の扱い方，金銭の管理，配膳の仕方，
道具の選択の８つがある。
２ 他者とのかかわり
(1) ソーシャルスキルに関すること
10※ 「２ 他者とのかかわり」には，身近な人とよりよくつきあうために
の指導内容がある 「(1) ソーシャルスキルに関すること」に，依頼の伝。
え方，メモのとり方，人や状況に合わせた話し方，相手に応対すること，
相手との距離の保ち方，違いの見比べ方，報告の仕方，あいさつ，計画に
合わせること，行動の始め方の10がある。
３ 地域での生活
(1) 公共交通機関の利用に関すること
(2) 経済生活に関すること
※ 「３ 地域での生活」には，通念や秩序に基づいて行動し，生活の場を広
。「 」げるために10の指導内容がある (1) 公共交通機関の利用に関すること
には，地図の見方，時刻表の見方，きまりの守り方，予定の見方，印の付
け方，交通標識の見分け方，移動手段の選び方，計画を立てることの８つ
がある 「(2) 経済生活に関すること」には，給与の使い方，買い物の仕。
方の２つがある。
教育内容「くらす」の定義
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はたらく
第１ 目 標
社会の中で働こうとする実践的な態度や知識，技能を養
い，よりよく生活するための能力を培う。
※ 7,550の指導項目の中から，仕事の責任や作業の分担に関すること，連絡
や報告に関することなど，1,125の指導項目を，はたらくの袋に入れた。
次に，同じ言葉や似ている言葉を集めて新しい言葉で表すなどし，38の指
導内容にまとめた。そして，これら38の指導内容を，よりよい人間関係を
築いたり，役割を果たしながら仕事をしたりすることに関する指導内容と
してとらえ，はたらくの目標を決めた。
第２ 内 容
※ 内容は 「作業 「進路 「対人関係」の３つから構成した。， 」 」
１ 作業
(1) 能力や適正の発見に関すること
(2) 作業のやり方に関すること
「 」 ， 。※ １ 作業 には 任された仕事を成し遂げるために24の指導内容がある
「(1) 能力や適正の発見に関すること」には，作業時間と休憩時間を区別
， ， ， ， ， ，すること 運ぶこと ○○の印 区切り ○○のタイミング 並べること
○○の目安，おわりの合図，確認すること，規格に合わせること，○○の
見通し，○○の操作，工程，きまり，協力すること，交代で行うこと，責
任の17がある 「(2) 作業のやり方に関すること」には，道具の扱い方，。
組み合わせ方，記録すること，判断の仕方，調節の仕方，検品の仕方，工
程表の見方の７つがある。
２ 進路
(1) 職域の開発に関すること
(2) 職場環境への適応に関すること
※ 「２ 進路」には，自分の望みや特性に適した仕事を探すために７の指導
内容がある 「(1) 職域の開発に関すること」には，仕事の内容，仕事の。
種類，仕事の仕方の３つがある 「(2) 職場環境への適応に関すること」。
には，役割，分担して行うこと，会社の仕組み，報告する内容・報告の仕
方の４つがある。
３ 対人関係
(1) 職場の人たちとの接し方に関すること
※ 「３ 対人関係」には，同じ場で仕事をする人と円滑にやりとりするため
。「 」 ，に７の指導内容がある (1) 職場の人たちとの接し方に関すること に
話すきっかけの持ち方，依頼の仕方，連絡すること，相談すること，あい
さつの仕方，言葉遣い，質問することの７つがある。
教育内容「はたらく」の定義
  生徒氏名： ○○○○ 君 （ 中学部 ）
19 年 3 月 25 日 　作成者：○○
22 年 3 月まで
   
   
   
   
   
■：重視して取り扱う年度
◎：30-50%　○：20-30%　△：15-25%　空欄：10-20%　
小５ 小６ 中１
   ■ □ □
   □ □ ■
   □ ■ □
    
小５ 小６ 中１
   ■ □ □
   □ ■ □
   □ □ ■
   
    
小５ 小６ 中１
   □ ■ □
   ■ □ □
□ □ ■
   
   
    
   
小５ 小６ 中１
   □ ■ □
   ■ □ □
□ □ ■
   
   
    
   
・危ない場所，ものに近付かない
・交通安全
・助詞の使い方
　荒牧キャンパス東門付近で車を降り，そこから歩いて登校することができた。毎週，保護者とレンタルビデオ
店へ行き，自分で品物を選ぶことができている。学校での出来事を自分なりの絵や文字で表し，心に残ったこと
や楽しみなことを教師とのやりとりをとおして言葉で伝えるようになってきている。
小６
・スケジュール
・運動の習慣化を図るため
・経験したことや感じたこと文に書くため
主なテーマ ﾊﾞﾗﾝｽ
中１
△
中１
ﾊﾞﾗﾝｽ 外部連携
ﾊﾞﾗﾝｽ
小５ ・職域開発援助
○ ・職業準備訓練
小６
・安全に外出するため
・安全に自転車に乗るため
・ゲームをしよう 小６
△
外部連携
・公共交通機関
・外出支援
・サイクリング伴走
・水泳指導
外部連携
平成20年度
　自力通学に向けて，登校途中で車を降りて，そこから徒歩で登校するようになった。兄と一緒に自宅から学校
まで登校することが３回できた。定期的にビデオを借りにレンタルビデオ店に保護者と行くが，ヒーローものを
選んで借りることができた。その日の出来事を日記に書くことはできないが，学校での出来事を母親に家で話し
たり，先の予定を話したりすることができた。
 自力通学に向けて，登校途中で車を降りて登校することは変則的ではあるが，継続している。兄と一緒に学童
まで徒歩で行くことが１回，自宅まで徒歩で帰宅を数回することができた。毎週２回程度レンタルビデオ店へ行
き，アニメやヒーローものを選んで，自分でカウンターに持って行くことができた。経験した出来事を，学校で
は教師や友だちに，家庭では母親に話すことができた。絵や自分なりの文字で表そうとする姿がある。
中１
○
・係の仕事をしよう
◎
小５ ・サークル活動
◎
  ○生活支援
外部連携
・外出支援
・日常生活支援
・学校まで歩いていくため
・目的の店を利用するため ◎
中１
○ 一人で店に行き，好きなビデオを選んで借りている。
小６
○
・身なりを整えて・身だしなみを整えて外出するため
主なテーマ
主なテーマ
・当番や係活動をしよう
・得意なことをみつけよう
・自分の役割を考えて生活するため
  ○余暇支援
・ビデオ鑑賞をしよう・自由時間を楽しく過ごすため
・スポーツをしよう
  ○教養支援
・体力（筋力，持久力）を向上するため
目　　　的
  ○就労支援
・仕事に集中して取り組むため
目　　　的
・活動内容を理解し，活動量を増やすため
＜評価＞
平成19年度
平成21年度
移行支援プラン
　　作成年月日：平成
有効期限：承認日より平成
・家の周りを散歩しよう
主なテーマ目　　　的
○ その日の出来事を日記に書いている。
○ 交通ルールを守って，一人で歩いて登下校している。
＜３年後の願う姿＞
＜必要な支援＞
小５
△
・買い物に行こう
ﾊﾞﾗﾝｽ
小５
目　　　的
中長期的な目標
短期的な目標
5 週 6 週 3 週 3 週 4 週
・ @( 30 分 × 2 )× ・ @( 30 分 × 2 )×
3 (回 ／ 週) 2 (回 ／ 週)
・ @( 30 分 × 2 )× ・ @( 30 分 × 2 )×
5 (回 ／ 週) 5 (回 ／ 週)
・ @( 30 分 × 2 )×
5 (回 ／ 週)
実践上の配慮
区切り
※ニーズ把握の視点「健康」，「生活」，「余暇」，「就労」，「参加・参画」ごとに作成する。
時計の長針が目印のところに達したのに気付き，自分から作業を始めている。
内１
評価規準
ⅲ）
資材を色や形ごとに分け，机の上を整理して作業をしている。
指導内容
及び
指導時間
数量・図形
ⅰ）
ⅱ）
A
B
Span1
言語・コミュニ
ケーション
はたらく
心・体
くらす
あそぶ
角と角を重ねること
用具の使い方用具の使い方
・教師をモデルにして，やることややり方を知ったり，行動を切り替えたりできるようにする。/・絵や写真カードを
活用し，自分から取り組めるようにする。/・終わりの時間まで集中して取り組むことについて，日常生活を通して定
着を図ったり経験を広げたりできるように家庭と連携する。
･休憩時間
内２　終わり
・仕事
（はたらく）
○君（中学部１年）の特別支援プログラム
（ニーズ把握の視点「就労」，2nd Stage）
作成（平成21年8月25日，○○），策定（10/9，○○），更新（3/19，○○）
・記号
15分程度，作業をすることができる。
・色に着目して
（数・図）
を
（　　　位置　　　）
残りの時間を確かめながら，終わりまで作業をすることができる。
内１　目印で示された
（あそぶ）機２　指を動かして
・道具を操作して
学習指導
タイプ
・つまんだり放したりして
C
D
指導項目
及び
指導段階
内容と機能
・色分け
に
（数・図） 機１　種類ごとに
（　　　合わせる　　　）
・形に着目して
機２
Span5
内２
Span4
3/31　）
６カ月
～
指導
期間 （　10/15
機１
色・形・大きさによる分類
Span2 Span3
終了の合図があるまで集中して作業をしている。
指導経過または所見　（「日々の学習のやりとり」に転記）
機２
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「卒業生現状調査（事業所調査 」 報告）
Ⅰ 調査概要
１ 目的
， ， ，事業所が 本校卒業生への支援で大切にしていることや 学校に期待していることから
在学中に指導すべき内容や方法を見出し，教育課程の改善に生かすこと。
２ 対象
平成17年度以降の本校卒業生の進路先
事業所等 21ヶ所，卒業生 31名（一般就労 ４名，福祉就労 27名）
３ 内容
，「 」 「 」（ ）・卒業生への支援で 大切にしていること と 取り組んでいること p.64 用紙１，
・障害者の自立や社会参加を実現する上で 「学校に期待すること （ ）， 」 p.68，用紙２
４ 方法
（１）調査項目について
大切にしていること」は選択式とした。選択肢は，本校の教育内容の内容構成に対応・「
した以下のとおりとした。
・ 取り組んでいること 「学校に期待すること」は，多様な回答を集められるように自「 」，
由記述式とした。
教育内容・内容構成 選 択 肢 教育内容・内容構成 選 択 肢
身体の動きや筋力を向上すること 運動や音楽，造形活動を楽しむこと心 つかう あ 表現
安全や健康を保つこと 同じ楽しみを持つ人とかかわること・ たもつ そ 仲間との活動
周囲の状況をとらえて行動すること 普段と異なる場で楽しく過ごすこと体 あわせる ぶ 行楽
文字や記号を理解すること ライフスタイルを作り上げること言 うけとる く 衣食住
思いを言葉や文字で伝えること 身近な人とよりよくつきあうこと・ あらわす ら 他者とのかかわり
他者とかかわること 地域での生活の場を広げることコ かかわる す 地域での生活
量を比較，測定すること やるべき作業を完了すること数 みつける 作業
数や時間，金銭の感覚を身に付けること 望みや特性に適した仕事を探すこと・ つたえる 進路
仲間分け，図形の感覚を身に付けること 職場の人と円滑にやりとりすること図 つくる 対人関係
（ 言・コ」は「言語・コミュニケーション 「数・図」は「数量・図形」の略）「 」，
（２）回答者について
・ 大切にしていること」と「取り組んでいること」は，本校卒業生の支援にあたってい「
る方（支援員等）に回答していただいた。
・ 学校に期待すること」は，支援を総括する立場の方（施設長等）に事業所等の考えを「
回答していただいた。
５ 回答率
事業所 18ヶ所，卒業生 25名分（回収率 約81％）
一般就労 ４名（回収率 100％ ，福祉就労 21名（回収率 約78％））
はたらく
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Ⅱ 調査結果
１ 事業所が卒業生への支援で大切にしていること
（１）事業所全体で大切にしていること
教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 10 あ 表現 13
・ たもつ 32 16 そ 仲間との活動 25 4
体 あわせる 6 ぶ 行楽 8
言 うけとる 4 く 衣食住 14
・ あらわす 27 14 ら 他者とのかかわり 26 7
コ かかわる 9 す 地域での生活 5
数 みつける 3 作業 16
・ つたえる 13 9 進路 37 12
図 つくる 1 対人関係 9
（２）一般就労で大切にしていること
教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 1 あ 表現 1
・ たもつ 5 3 そ 仲間との活動 2 0
体 あわせる 1 ぶ 行楽 1
言 うけとる 3 く 衣食住 2
・ あらわす 8 2 ら 他者とのかかわり 5 3
コ かかわる 3 す 地域での生活 0
数 みつける 1 作業 3
・ つたえる 5 3 進路 10 3
図 つくる 1 対人関係 4
はたらく
事業所全体が大切にしていること
（回答数）
はたらく
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（３）福祉就労で大切にしていること
教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 9 あ 表現 12
・ たもつ 27 13 そ 仲間との活動 23 4
体 あわせる 5 ぶ 行楽 7
言 うけとる 1 く 衣食住 12
・ あらわす 19 12 ら 他者とのかかわり 21 4
コ かかわる 6 す 地域での生活 5
数 みつける 2 作業 13
・ つたえる 8 6 進路 27 9
図 つくる 0 対人関係 5
一般就労で大切にしていること
（回答数）
はたらく
福祉就労で大切にしていること
（回答数）
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（自由記述による回答）２ 事業所が学校に期待すること
・家での過ごし方が安定していないと仕事に向かうことができないため，就寝時間や起床時間を規則
正しく，余暇の過ごし方を考え，落ち着いた生活を送れることが必要である。そして，毎日安定し
て仕事ができるために必要な生活スキルを身に付けることである。
・利用事業所との情報の共有及び提供。家族との連携や関係の強化。
・集団行動ができる力と人とのやりとりができる力，周りの流れにのったり，声かけに応じようとす
ることが求められる。自閉症の方の利用が多いのだが，待つことや作業中は持ち場を離れない指導
も希望する。
・ADL（日常生活動作）の確立に向けての指導。特に食事面では，食事まで待つ，席に着く，自ら食
器を手に持つ，自ら食事を摂る等。支援の過程と支援方法について，また，排泄面において，排泄
間隔，排泄状況等，その他日中活動についても詳しい引継をしてほしい。また，親御さんからのお
話だけでは，分かりかねるところが多いため（活動の場面も違うため ，問題点も含めて，引継し）
てもらえると，支援につなげられる。
・教育現場の仕組みを成人事業所に引継してほしい。自閉症の場合，早期教育が全てのため，成人に
なってから色々行うのは限界がある。また，療育方法は教育，事業所ともそれぞれ異なると思うの
で，同じ価値観，方法のもとで行き先を決めていけたら本人のためになるのではないか。
・学校と家庭への要望としては，生活リズムを整えることや基本的な生活習慣を身に付けることが大
切である。障害の程度を問わず，例えば，歯磨きや手洗いなど，自分ではできないとしても，介助
されることを嫌がることがないように繰り返し習慣化できると良い。また，環境の変化に対応でき
るということも重要。様々な人と関わっていかなければならないときに，他者とのコミュニケーシ
ョンをとる何らかの方法が確立できていると，それぞれのストレス軽減が図れるのではないか。
・基本的な生活習慣の確立。定刻に登所する。食事，配膳，片付け等できるようにする。身体を清潔
にする。作業時間内は作業をする。一定時間作業に従事できるようにする。他の利用者の邪魔をし
ない。
・基本的生活習慣の確立。例えば，男子トイレではズボンを下げず，ファスナーをあける。女性は，
ペーパー使用や生理用品の扱い方の習得。集団の中で皆と同じ行動がとれたり，待つことができる
練習をしてほしい。１対１でつけないことがほとんどなので周りの状況をみて，自分も同様にでき
る，または落ち着いていられる。自分でやりたいことを伝えられたり，情報の中から選択できる機
会を作ってもらいたい。
・難しい漢字や計算などが苦労してできることになるよりも，社会生活で「きちんと挨拶」ができる
こと。例えば 「私は字が読めないので，何と書いてあるのか教えていただけますか 「私は計算， 」，
ができないので，このお金で足りますか」等。実社会，実生活で必要なことを学校で身に付けてほ
しい。就労や社会参加など，社会ルール・マナーの獲得をして実践できる方が，本人の将来にとっ
て「得」が多くなると思う。
・挨拶ができること。言葉が話せる話せないにかかわらず，自分の意志を伝えられること。コミュニ
ケーションがとれること。これを基本として，失敗を恐れず挑戦する気持ちを大切にして色々なこ
とを体験できる機会を与えてほしい。自己肯定感が持てる指導を期待する。障害があるなしにこだ
わらず，社会と職場で求められることには変わりありません。自己肯定感とそれを支える環境があ
れば，職場での辛いことも前向きに対応していくことができる。その中で，達成感や充実感，挫折
感を経験しながら，人として成長できると考える。
・施設利用ニーズは，多種多様化している。特に重度・最重度の方は，活動に参加する目的以上に様
々な場面でマンツーマンの支援を必要とするケースが増えてきたように感じられる。施設では，人
員的な問題で，マンツーマンの指導が難しいのが現状である。在学中に個の持つ能力を伸ばしても
らえると，その後の活動の幅が広がると思う。
・コミュニケーション方法では，どういった方法で伝わり，どういう手段で伝えてくれるか。集中力
・持久力アップをどういった活動ならより長く続けられるか。健康・体力アップとして，病気にな
らない，疲れない身体をつくる。社会のルール・マナーとして，我慢できる時間を増やす方法。こ
のようなことが分かっていると施設では，スムーズにできると思う。
・コミュニケーション能力をつける。音楽でのリズム感（テンポの速い楽曲 。笑顔。）
・期間限定の就労なので，次の就労につながるような支援を期待する。例えば，○○で採用してもら
えるようになるために，時系列でのステップアップのスケジュールとか。
・年齢相応（精神年齢ではなく実年齢）の体験をさせる。年齢相応（精神年齢ではなく実年齢）の対
応（話し方，接し方）をする。自分のできないことを人に頼んで活動ができるように，コミュニケ
ーション手段を考えて実行する。先回りの世話をしない。本人が決めて，本人が責任をとる。小さ
な失敗をさせる大切さ。
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・弊社は食品を取り扱っている会社なので，身だしなみや清潔に関する意識力を身に付けてはどうか
と思っております。時間に対しての感覚はもちろん，様々な作業での安全確保のためにも，自身の
状態，他人の状態への関心を高めていただけますと，安定した社会参加への道が開けていくのでは
ないかと思われます。弊社におきましても個人の適性に合わせた仕事内容・指導を充実していく所
存ですので，今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。
・社会に出て自立するために劣っている部分を，本人に分からせて徹底的に指導することで自信がつ
き，壁にぶつかった時に克服できると思います。より多くの引き出しが増えることを期待します。
Ⅲ 調査結果の考察
１ 事業所が大切にしていることの回答から
○「心・体（たもつ 」と「はたらく（作業 」に関連する回答が多いことから，事業） ）
所では健康管理と作業遂行に重きを置いていると思われる。
○「数量・図形」に関する回答が少ないことから，数や量，図形の理解に関しては，
作業場面で必要な実際的な力を重視していると思われる。
○一般就労では 「言語・コミュニケーション」に関する回答が多い。人とのかかわり，
を大切にし，聞くこと，話すことに関する基礎的な力を重視していると思われる。
○一般就労では 「はたらく（対人関係 」に関する回答が多い。職場において報告・， ）
連絡・相談できることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「あそぶ（表現 」に関する回答が多い。余暇活動をとおして，自分， ）
の思いを表現できるようになることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「はたらく」だけでなく 「あそぶ 「くらす 「心・体」に関する， ， 」， 」，
回答が多い。働くことを支えることとして，余暇や日常生活の充実，健康管理，体
力の保持増進などにも重きを置いていると思われる。
２ 事業所が学校に期待することの回答から
回答中にある共通の表現に着目した結果，全64の文章の内 「自分でできる」に関するこ，
とが20 「集団行動ができる」に関することが15 「コミュニケーションがとれる」に関す， ，
ることが12だった。このことから，事業所が学校に期待することを次のようにまとめた。
○自分でできることを増やしてほしい
○コミュニケーションをとれるようにしてほしい
○集団行動ができるようにしてほしい
以上のことから，働くことを観点としたとき，次のようなことに配慮して指導を実施す
る必要があるととらえた。
○実際的な作業場面においては，一人で行うことと，仲間と一緒に行うことの両方を大
切にする。
○職場でのコミュニケーションや集団行動につながるように，話すことや聞くこと，自
分の思いを表現することを大切にする。
○作業場面では，報告・連絡・相談を大切にする。
○就労を支えることとして，余暇活動や日常生活の充実，健康管理についても大切にす
る。
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用紙１卒業生現状調査2010
０ 回答者はどなたですか。
○○○○（事業所名） お名前・役職等
。Ⅰ 本校卒業生 ○○ ○○ さんへの支援についてお聞きします
１ 次の中で，就労（または就労移行）に関する支援として，大切にしている
ことに○を付けてください （複数回答可）。
1-1 やるべき作業を完了すること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
1-2 望みや特性に適した仕事を探すこと
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
1-3 職場の人と円滑にやりとりすること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
（ ）1-4 その他 大切にしていること
どのようなことに取り組まれていますか
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２ 次の中で，日常生活に関する支援として，大切にしていることに○を付け
てください （複数回答可）。
2-1 ライフスタイルを作り上げること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
2-2 身近な人とよりよくつきあうこと
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
2-3 地域での生活の場を広げること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
（ ）2-4 その他 大切にしていること
どのようなことに取り組まれていますか
３ 次の中で，余暇に関する支援として，大切にしていることに○を付けてく
ださい （複数回答可）。
3-1 運動や音楽，造形活動を楽しむこと
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
3-2 同じ楽しみを持つ人とかかわること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
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3-3 普段と異なる場で楽しく過ごすこと
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
（ ）3-4 その他 大切にしていること
どのようなことに取り組まれていますか
４ 次の中で，就労（就労移行）や，日常生活，余暇につながる支援として，
大切にしていることに○を付けてください （複数回答可）。
4-1 身体の動きや筋力を向上すること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-2 安全や健康を保つこと
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-3 周囲の状況をとらえて行動すること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-4 文字や記号を理解すること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-5 思いを言葉や文字で伝えること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
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4-6 他者とかかわること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-7 量を比較，測定すること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-8 数や時間，金銭の感覚を身に付けること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
4-9 仲間分け，図形の感覚を身に付けること
○の場合，どのようなことに取り組まれていますか
（ ）4- その他10 大切にしていること
どのようなことに取り組まれていますか
ご協力，ありがとうございました
群馬大学教育学部附属特別支援学校 研究部
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用紙２卒業生現状調査2010
０ 回答者はどなたですか。
○○○○（事業所名） お名前・役職等
Ⅱ 自立・社会参加を実現する上で，学校に期待することをお書
きください。
（在学中に指導してほしいこと，身に付けてほしい力，連携の在り方など）
ご協力，ありがとうございました
群馬大学教育学部附属特別支援学校 研究部
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あ と が き
本校は、開校以来「子どもがあって学校がある」をモットーに、一人一人の子どもを大
切にする教育を追求してまいりました。近年は個別のカリキュラムをシステム化すること
で、ニーズ教育を具体化してきました。今年からの取組は、学習履歴や移行支援プランを
活用した授業を実現することで、このシステムをより綿密に行おうとするものです。そう
することで、個別の教育的ニーズに応じる適切な目標、学習活動が設定でき、支援も最適
化できると考えています。何より、子どもたちが自立・社会参加に向けて、自らの生活を
主体的に、そして豊かに拓いていけるようになると考えております。本テーマを追求する
ことにより、教員の目に見えない努力が実り 「子どもが主体的に、そして生き生きと学習、
活動に取り組めるようになった」と確信しております。
これまで、研究テーマに基づいた授業改善を行ってまいりましたが、本紀要はその営み
をまとめたものです。公開研究会においても授業改善を行い、参会された皆様とその営み
を共有したいと考えております。そのことをとおして、本校の研究をよりよく理解してい
ただくとともに、各学校においても授業改善に向かうための資料を提供できると考えてお
ります。今年は、保護者の皆様のご理解を得て、公開授業研究会を３回開催し、本校の全
教員による「授業改善」ワークショップに県内の先生方に参加していただくことができま
した。公開研究会においても、提案授業については、このワークショップ形式による授業
研究を行います。研究紀要も含め、公開研究会の方法や内容について、多くの方々より忌
憚のないご意見を頂戴し、よりよい授業づくりに励んでまいりたいと思います。
なお、本校の研究を推進するにあたり、多くの方々からのご支援を頂戴いたしました。
まず、ワークショップ形式の授業研究会の進め方や意義について、附属中学校の久保副校
長先生から実際的なご指導をいただきました。また、過去と未来をつなぐということから
今井先生、関口先生、中原先生から、学びや支援の連続性・妥当性などについて、ご助言
いただきました。そして、教育学部の学生の皆さんには、教材等作成支援チームとして年
間を通じて教材研究に共に取り組んでいただきました。最後に、何より、教育学部の障害
児教育講座や研究協力の先生方には、テーマ設定から実践までの研究活動に日々参画して
いただきました。教育学部や地域の皆様との連携により、地域のモデル校としての大きな
一歩を踏み出すことができたと感じております。
本当に多くの方々のご理解・ご協力をいただきましたことに深く感謝申し上げます。ま
た、本校が地域にとって必要な学校になるために今後ともご支援を賜れますことをお願い
申し上げます。
副校長 倉林 正
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研究に携わった者
平成22年度に研究に携わった職員
学校長 松本富子 副校長 倉林 正 教務主任 石原隆志
前島 朗 三俣利明 城田謙司 樺澤美智代 井草昌之
瀧沢泰之◎ 菅野 剛 小林敦子 山田由記子 前村亜矢子
定村 治 石井達也○ 松本 優 小須田稔○ 石川裕紀
島田 洋○ 高橋源太郎 山田雅之 長谷川剛広○ 城田英子
水落公美子 三浦直子 松尾英知 田村旭子 宇佐美多恵子
浅岡友美 岩崎和子 新谷優太 荻原美音 長田紗綾
井上聖則
◎研究主任 ○研究部員
平成22年度 研究協力者
松田 直（群馬大学） 久田信行（群馬大学）
浦﨑源次（群馬大学） 吉野浩之（群馬大学）
金澤貴之（群馬大学） 霜田浩信（群馬大学）
是枝喜代治（東京福祉大学） 上田征三（東京未来大学）
江森英世（群馬大学） 茂木一司（群馬大学）
（ ）黒羽正見（群馬大学） 今井寿美枝 チャイルドハウス ゆうゆう
関口恵子（行幸田保育園） 中原 泉（ワークハウス ドリーム）
平成21年度まで研究を共にした方
岡田明子 太田市立太田養護学校 近藤千香子（群馬県教育委員会）（ ）
樋口敦子 前橋市立元総社小学校 吉田泰子（前橋市立養護学校）（ ）
関上沙絵（前橋市立養護学校） 小林弥生（在宅）
土屋康平 群馬県立あさひ養護学校 森佑季子（在宅）（ ）
平成22年度 教材等作成支援チーム（群馬大学教育学部）
有澤明子（教育学研究科科目履修生） 見目准子（教育学研究科科目履修生）
青木ひとみ（ ） 長谷川健之（ ）特別支援教育特別専攻科科目履修生 特別支援教育特別専攻科科目履修生
黒岩功太（特別支援教育特別専攻科） 関根 葵（特別支援教育特別専攻科）
高津直人（特別支援教育特別専攻科） 真下和将（特別支援教育特別専攻科）
宮城真希（特別支援教育特別専攻科） 村岡絵里香（特別支援教育特別専攻科）
木村祐子（教科教育実践専修美術専攻） 鈴木紗代（教科教育実践専修美術専攻）
亀井章央（美術教育専攻４年） 志村真悠（美術教育専攻２年）
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